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交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

69
（−20）

31
（−1）

24
（＋5）

4
（±0）

128
（−16）

交通事故死者数（人）

8月31日現在 9月29日現在

1,745
（−180）

1,976
（−234）

全国の死亡
事故件数

1,712
（−161）
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10月1日号

年　月 スタンド ローリー カード

令和２年  6月 84.53 73.65 83.60 
令和２年  7月 88.19 77.34 87.45 
令和２年  8月 91.13 80.99 90.22 

軽油価格情報
全国平均価格：円／リットル（消費税抜き）
▶全日本トラック協会調べ

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。
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２・3
・�トラック協会ニュース
・�官公庁ニュース（国交省等）

4・5
・写真で見る『点検のポイン
ト』～全ト協制作 日常点検
DVDより～
第１回「日常点検項目」

6
・国交省「運輸防災

マネジメント指針」
事業者における体制づくりの

ポイント①

8 ＜シリーズ 会長に聞く＞
・（一社）山口県トラック協会

喜多村　誠会長

7 ・�厚労省「今月より最低賃金
改定　最低賃金額の確認
を！」

　

今
回
の
新
閣
僚
お
よ
び
自

由
民
主
党
新
執
行
部
役
員
な

ど
国
会
議
員
へ
の
表
敬
訪
問

は
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

の
坂
本
克
己
会
長
の
発
意
で

行
わ
れ
た
も
の
で
︑
菅
内
閣

発
足
直
後
の
９
月
17
日
か
ら

断
続
的
に
行
わ
れ
た
︒

　

９
月
17
日
に
は
︑
赤
羽
一

嘉
国
土
交
通
大
臣
︑
お
よ
び

武
田
良
太
総
務
大
臣
を
訪
問

し
︑ま
た
︑９
月
25
日
に
は
︑

自
由
民
主
党
の
下
村
博
文
政

務
調
査
会
長
︑
林
幹
雄
幹
事

長
代
理
な
ど
の
新
執
行
部
役

　

９
月
16
日
︑
菅
内
閣
が
発

足
し
︑
国
土
交
通
大
臣
に
は

赤
羽
一
嘉
氏
（
公
明
党
・
衆

議
院
兵
庫
２
区
）
が
留
任
し

た
︒
国
土
交
通
副
大
臣
に
は

岩
井
茂
樹
氏
（
自
由
民
主
党

・
参
議
院
静
岡
県
）
と
大
西

英
男
氏
（
同
・
衆
議
院
東
京

16
区
）
が
︑
国
土
交
通
大
臣

政
務
官
に
は
小
林
茂
樹
氏

（
同
・
衆
議
院
奈
良
１
区
）︑

朝
日
健
太
郎
氏
（
同
・
参
議

院
東
京
都
）︑
鳩
山
二
郎
氏

（
同
・
衆
議
院
福
岡
６
区
）

が
就
任
し
た
︒

　

ま
た
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
に
関
係
の
深
い
省
庁
の
大

臣
で
は
︑
厚
生
労
働
大
臣
に

田
村
憲
久
氏
（
同
・
衆
議
院

三
重
１
区
）︑
国
家
公
安
委

員
会
委
員
長
に
小
此
木
八
郎

氏
（
同
・
衆
議
院
神
奈
川
３

区
）
が
就
任
し
た
ほ
か
︑
経

済
産
業
大
臣
は
梶
山
弘
志
氏

（
同
・
衆
議
院
茨
城
４
区
）︑

環
境
大
臣
は
小
泉
進
次
郎
氏

（
同
・
衆
議
院
神
奈
川
11

区
）
が
留
任
し
た
︒

︻
国
土
交
通
大
臣
・
略
歴
︼

▽ 

赤
羽　

一
嘉
（
あ
か
ば
・

か
ず
よ
し
）
氏

　

昭
和
33
年
生
ま
れ
︑
東
京

員
を
訪
問
︒

　

ま
た
︑国
土
交
通
省
で
は
︑

岩
井
茂
樹
国
土
交
通
副
大

臣
︑
そ
し
て
︑
小
林
茂
樹
国

土
交
通
大
臣
政
務
官
を
相
次

い
で
訪
問
し
︑
新
内
閣
で
の

副
大
臣
︑
政
務
官
就
任
へ
の

都
出
身
︒
三
井
物
産
勤
務
を

経
て
︑
平
成
５
年
︑
旧
兵
庫

１
区
か
ら
衆
議
院
議
員
初
当

選
︒
経
済
産
業
副
大
臣
︑
内

閣
府
副
大
臣
︑
財
務
副
大
臣

な
ど
を
歴
任
︒
慶
応
義
塾
大

学
法
学
部
卒
︑
62
歳
︒

︻
国
土
交
通
副
大
臣
・
略
歴
︼

▽ 

岩
井　

茂
樹
（
い
わ
い
・

し
げ
き
）
氏

　

昭
和
43
年
生
ま
れ
︑
当
選

回
数
２
回
︑参
議
院
静
岡
県
︒

経
済
産
業
大
臣
政
務
官
︑
内

閣
府
大
臣
政
務
官
︑
復
興
大

臣
政
務
官
な
ど
を
歴
任
︒
52

歳
︒

▽ 

大
西　

英
男
（
お
お
に
し

・
ひ
で
お
）
氏

祝
意
な
ど
を
伝
え
た
︒

　

な
お
︑
こ
れ
ら
の
新
閣
僚

お
よ
び
自
由
民
主
党
新
執
行

部
役
員
な
ど
国
会
議
員
へ
の

表
敬
訪
問
に
は
︑
全
ト
協
の

桝
野
龍
二
理
事
長
︑
松
崎
宏

則
常
務
理
事
︑（
公
社
）
日

本
バ
ス
協
会
の
三
澤
憲
一
会

長
︑（
一
社
）
全
国
ハ
イ
ヤ
ー

・
タ
ク
シ
ー
連
合
会
の
川
鍋

一
朗
会
長
ら
も
同
行
し
た
︒

　

昭
和
21
年
生
ま
れ
︑
当
選

回
数
３
回
︑
衆
議
院
東
京
16

区
︒
党
副
幹
事
長
︑
総
務
大

臣
政
務
官
な
ど
を
歴
任
︒
74

歳
︒

︻
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
・

略
歴
︼

▽ 

小
林　

茂
樹
（
こ
ば
や
し

・
し
げ
き
）
氏

　

昭
和
39
年
生
ま
れ
︑
当
選

回
数
２
回
︑
衆
議
院
奈
良
1

区
︒
奈
良
県
議
会
議
員
な
ど

を
歴
任
︒
55
歳
︒

▽ 

朝
日　

健
太
郎
（
あ
さ
ひ

・
け
ん
た
ろ
う
）
氏

　

昭
和
50
年
生
ま
れ
︑
当
選

回
数
1
回
︑参
議
院
東
京
都
︒

党
青
年
局
長
代
理
︑
党
国
土

交
通
部
会
副
部
会
長
な
ど
を

歴
任
︒
45
歳
︒

▽ 
鳩
山　

二
郎
（
は
と
や
ま

・
じ
ろ
う
）
氏

　

昭
和
54
年
生
ま
れ
︑
当
選

回
数
２
回
︑
衆
議
院
福
岡
６

区
︒
元
福
岡
県
大
川
市
長
︒

41
歳
︒

菅
内
閣
発
足
に
伴
い
三
団
体
会
長
が

菅
内
閣
発
足
に
伴
い
三
団
体
会
長
が

岩井　茂樹
国土交通副大臣

赤羽　一嘉
国土交通大臣

小林　茂樹
国土交通大臣政務官

大西　英男
国土交通副大臣

朝日　健太郎
国土交通大臣政務官

鳩山　二郎
国土交通大臣政務官

国
土
交
通
大
臣
に
赤
羽
一
嘉
氏
留
任

国
土
交
通
大
臣
に
赤
羽
一
嘉
氏
留
任

副
大
臣
に
岩
井
・
大
西
両
氏
が
就
任

副
大
臣
に
岩
井
・
大
西
両
氏
が
就
任

菅内閣

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
坂
本
克
己
会
長
は
こ
の
ほ
ど
︑９
月
16
日
に
菅
内
閣
が
発
足
し
た
こ
と
に
伴
い
︑

赤
羽
一
嘉
国
土
交
通
大
臣
︑
武
田
良
太
総
務
大
臣
を
は
じ
め
と
し
て
︑
自
由
民
主
党
新
執
行
部
役
員
ら
国
会

議
員
へ
の
表
敬
訪
問
を
行
っ
た
︒
表
敬
訪
問
は
︑
坂
本
克
己
会
長
を
先
頭
に
︑（
公
社
）
日
本
バ
ス
協
会
の
三

澤
憲
一
会
長
︑（
一
社
）
全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合
会
の
川
鍋
一
朗
会
長
ら
も
同
行
し
た
︒

下村博文自由民主党政務調査会長（9月25日、自民党本部）

赤羽一嘉国土交通大臣（9月17日、国土交通大臣室）武田良太総務大臣（9月17日、総務大臣室）

林幹雄自由民主党幹事長代理（9月25日、自民党本部）

小林茂樹国土交通大臣政務官（9月25日、国交省）岩井茂樹国土交通副大臣（9月25日、国交省）

政
務
官
に
は
、
小
林
氏
、
朝
日
氏
、
鳩
山
氏

坂本会長を先頭に坂本会長を先頭に
新閣僚、政権幹部へ表敬訪問新閣僚、政権幹部へ表敬訪問

全ト協
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

　
　
　
　

︻
解
説
︼
ご
質
問
に
よ
れ
ば
︑
台
風

当
日
に
泊
ま
り
込
ん
だ
メ
ン
バ
ー
の
業

務
は
︑
翌
日
の
午
前
中
い
っ
ぱ
い
ま
で

続
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
︑
問
題

　

弊
社
で
は
先
日
、
大
型
台
風
の

襲
来
に
備
え
、
社
員
数
人
に
対
し

社
内
へ
の
泊
ま
り
込
み
を
命
じ
、

仮
眠
を
取
ら
せ
な
が
ら
交
代
で
事

務
所
、
倉
庫
、
駐
車
場
な
ど
会
社

施
設
の
見
回
り
に
従
事
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
翌
日
は
、
後
片
付
け

な
ど
を
済
ま
せ
た
後
、
午
前
中
で

帰
宅
さ
せ
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た

場
合
、
時
間
外
労
働
な
ど
労
働
時

間
の
カ
ウ
ン
ト
は
ど
の
よ
う
に
考

え
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
な

お
、
弊
社
は
午
前
８
時
始
業
、
午

後
５
時
終
業
、
昼
休
み
１
時
間

で
、
所
定
労
働
時
間
は
８
時
間
で

す
。

 第211回 

台風襲来で泊まり込み
時間外のカウントは

は
︑
暦
日
を
ま
た
ぎ
翌
日
の
始
業
時

刻
を
超
え
た
継
続
業
務
に
つ
い
て
︑

当
日
（
つ
ま
り
前
日
）
と
翌
日
の
勤

務
日
が
ど
こ
で
区
切
ら
れ
︑
労
働
時

間
の
カ
ウ
ン
ト
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

る
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

　

こ
の
点
︑
厚
生
労
働
省
は
労
働
基

準
法
第
32
条
第
２
項
の
﹁
１
日
の
法

定
労
働
時
間
﹂
に
つ
い
て
の
行
政
解

釈
の
中
で
︑﹁
１
日
と
は
︑
午
前
０
時

か
ら
午
後
12
時
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
暦

日
を
い
う
﹂
と
し
︑
さ
ら
に
﹁
継
続

勤
務
が
二
暦
日
に
わ
た
る
場
合
に
は
︑

た
と
え
暦
日
を
異
に
す
る
場
合
で
も

一
勤
務
と
し
て
取
り
扱
い
︑
当
該
勤

務
は
始
業
時
刻
の
属
す
る
日
の
労
働

と
し
て
︑
当
該
日
の
﹃
１
日
﹄
の
労

働
と
す
る
﹂（
昭
和
63
年
１
月
基
発
第

１
号
）
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
︒

　

そ
う
す
る
と
︑
泊
ま
り
込
み
メ
ン

バ
ー
の
日
に
ち
が
替
わ
っ
た
翌
日
の
労

働
も
︑
始
業
時
刻
の
属
し
て
い
る
当
日

（
前
日
）
の
継
続
し
た
労
働
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
︒

　

そ
こ
で
︑
そ
の
間
の
各
労
働
時
間

の
性
格
が
ど
う
な
る
の
か
︑
時
間
を

追
っ
て
み
て
い
き
ま
す
︒
ま
ず
︑
泊
ま

り
込
み
当
日
の
始
業
時
刻
か
ら
終
業

時
刻
ま
で
の
８
時
間
は
法
定
労
働
時

間
で
す
︒
そ
れ
以
降
は
時
間
外
労
働

に
な
り
ま
す
が
︑
日
に
ち
が
替
わ
っ
た

後
︑
次
の
日
の
勤
務
時
間
に
食
い
込

ん
だ
時
間
が
問
題
で
す
︒

　

こ
の
点
に
つ
き
︑
行
政
解
釈
で
は

﹁
労
働
が
継
続
し
て
翌
日
ま
で
及
ん

だ
場
合
に
は
︑
翌
日
の
所
定
労
働
時

間
の
始
業
時
刻
ま
で
の
分
は
前
日
の

超
過
勤
務
時
間
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
﹂

（
昭
和
28
年
３
月
基
発
第
１
３
６
号
）︑

あ
る
い
は
﹁
翌
日
の
所
定
労
働
時
間

の
始
期
ま
で
の
超
過
時
間
に
対
し
て
︑

法
第
37
条
の
割
増
賃
金
を
支
払
え
ば

法
第
37
条
の
違
反
に
は
な
ら
な
い
﹂

（
昭
和
26
年
２
月
基
収
第
３
４
０
６

号
等
）
と
し
て
い
ま
す
か
ら
︑
当
日

の
夕
方
５
時
か
ら
翌
日
朝
の
始
業
８

時
ま
で
が
時
間
外
労
働
時
間
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
︒
さ
ら
に
︑
そ
の

う
ち
午
後
10
時
か
ら
午
前
５
時
ま
で

は
深
夜
労
働
時
間
に
な
り
ま
す
︒

　

し
た
が
っ
て
︑
こ
れ
を
カ
ウ
ン
ト
す

る
と
時
間
外
労
働
は
15
時
間
と
な
り
︑

２
割
５
分
以
上
の
割
増
賃
金
の
支
払

い
が
必
要
で
あ
り
︑
そ
の
う
ち
午
後

10
時
か
ら
午
前
５
時
ま
で
の
深
夜
時

間
帯
に
か
か
る
部
分
の
７
時
間
に
つ
い

て
は
︑
さ
ら
に
２
割
５
分
以
上
を
加

算
し
た
５
割
以
上
の
割
増
賃
金
を
支

払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
︒
そ
し
て
︑

翌
日
の
始
業
時
刻
で
あ
る
午
前
８
時

か
ら
午
前
12
時
ま
で
の
４
時
間
は
通

常
の
所
定
労
働
時
間
と
し
て
扱
わ
れ

ま
す
か
ら
︑
割
増
賃
金
は
必
要
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

　

な
お
︑
途
中
に
仮
眠
時
間
が
あ
り

ま
す
が
︑
泊
ま
り
込
み
が
台
風
の
襲

来
に
備
え
た
も
の
で
︑
社
内
で
の
待

機
と
︑
被
害
が
生
じ
れ
ば
直
ち
に
対

応
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
た
め
︑
そ
の
間
は
﹁
使
用
者
の
指

揮
命
令
下
に
お
か
れ
た
状
態
﹂で
あ
り
︑

泊
ま
り
込
み
の
時
間
す
べ
て
が
労
働

時
間
と
な
り
ま
す
︒

Ａ�

深
夜
労
働
分
も
含
め
、
翌

日
の
始
業
時
刻
ま
で
通
算

～路線バスの保護編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	� バス停で路線バスが発進の合図を出したときは、後方の車は急ブレーキ
等で回避しなければならない場合を除いて、バスの発進を妨げてはなら
ない。（ ○・× ）

❷	� 標識や標示で路線バスの優先通行帯が指定されている道路は、路線バス
以外の車も通行できるが、後方から路線バスが近づいてきたときは速や
かにそこから出なければならない。（ ○・× ）

❸	� 路線バスの専用通行帯は、指定された路線バス以外の車は、左折などの
やむを得ない場合を除いて通行できない。（ ○・× ）

❹	� バス停留所の表示板の位置から10ｍ以内は駐車禁止である。（ ○・× ）

❺	� バス停に停車中の路線バスの側方を通過していくときは、徐行して安全
を確認しなければならない。（ ○・× ）

（解答は7面）

　あなたは明け方の片側２車線の幹線道路を走行しています。
前方が工事中であることを示す標識や看板が設置されていま
す。この場面にはどのような危険がありますか。また、危険を
避けるためにはどのような運転をすればよいでしょうか。考え
てみましょう。

状 

況

〔第 127回〕「明け方の幹線道路」

（解説・３面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
10
月
９
日
の
﹁
ト
ラ
ッ

ク
の
日
﹂
に
向
け
て
︑
一
般

向
け
の
広
報
活
動
を
積
極
的

に
展
開
す
る
︒

　

全
ト
協
と
47
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
で
は
平
成
４
年

か
ら
︑
10
月
９
日
を
﹁
ト
ラ

ッ
ク
の
日
﹂
と
定
め
︑
ポ
ス

タ
ー
（
写
真
は
今
年
度
デ
ザ

イ
ン
）
を
作
成
す
る
と
と
も

に
︑
毎
年
全
国
各
地
で
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
を
繰
り
広
げ
︑

緑
ナ
ン
バ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
の

役
割
や
重
要
性
を
社
会
に
広

く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
︒

　

今
年
度
の
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の

日
﹂広
報
施
策
は
次
の
通
り
︒

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
広
告

掲
出
（
10
月
１
日
~
31
日
）

　

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
（
グ
ー
グ

ル
）
社
が
運
営
す
る
﹁
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
﹂
お
よ
び
日
本

経
済
新
聞
社
が
運
営
す
る

﹁
日
経
電
子
版
﹂
に
︑
令
和

２
年
度
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
日
﹂

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
活
用

し
た
広
告
を
掲
出
︒
広
告
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
と
︑
全
ト
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
﹁
ト
ラ
ッ

ク
の
日
﹂
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ

ス
で
き
る
︒
掲
載
回
数
は
︑

Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
38
万
回
︑

日
経
電
子
版
50
万
回
の
予
定
︒

②
劇
場
版
﹃
鬼
滅
の
刃　

無

限
列
車
編
﹄
上
映
前
に
Ｃ
Ｍ

放
映
（
10
月
16
日
~
29
日
）

　

集
英
社
﹃
週
刊
少
年
ジ
ャ

ン
プ
﹄
連
載
の
人
気
コ
ミ
ッ

ク
の
劇
場
版
ア
ニ
メ
を
上
映

す
る
東
京
都
内
の
９
劇
場

で
︑
上
映
前
に
全
ト
協
が
昨

年
度
に
制
作
し
た
15
秒
Ｃ
Ｍ

を
放
映
︒
想
定
動
員
数
約
６

万
２
０
０
０
人
︑
想
定
Ｃ
Ｍ

上
映
回
数
約
５
７
０
回
︒

　

全
ト
協
で
は
同
広
報
施
策

の
展
開
を
通
じ
て
︑﹁
ト
ラ
ッ

ク
の
日
﹂
の
さ
ら
な
る
認
知

度
向
上
と
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
に
対
す
る
理
解
促
進
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
︒

新
委
員
長
に
庄
子
清
一
氏

第
15
回
経
営
改
善
・

情
報
化
委
員
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

９
月
17
日
︑
第
15
回
経
営
改

善
・
情
報
化
委
員
会
を
開

催
︒
会
議
冒
頭
︑
庄
子
清
一

全
ト
協
副
会
長
（
宮
城
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）
が
委
員

長
に
選
任
さ
れ
︑﹁
コ
ロ
ナ
禍

に
伴
う
景
気
後
退
に
よ
る
か

つ
て
な
い
危
機
的
状
況
の
中
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
経
営

改
善
に
向
け
て
︑
委
員
の
皆

様
と
と
も
に
努
力
し
て
ま
い

り
た
い
﹂
と
就
任
あ
い
さ
つ

を
行
っ
た
︒

通
対
策
委
員
会
（
工
藤
修
二

委
員
長
）
を
開
催
し
た
︒

　

議
事
に
先
立
っ
て
行
わ
れ

た
役
員
の
選
任
で
は
︑
新
副

委
員
長
に
菊
地
徹
宮
城
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
副
会
長
が
︑
交

通
対
策
小
委
員
会
の
委
員
長

に
は
中
原
毅
大
阪
府
ト
ラ
ッ

ク
協
会
副
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ

選
任
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
交
通
事
故

の
発
生
状
況
等
︑
②
﹁
プ
ラ

ン
２
０
２
０
﹂
の
次
期
計
画

（
国
土
交
通
省
検
討
中
）
の

取
り
組
み
︑
③
飲
酒
運
転
根

絶
に
向
け
た
取
り
組
み
︑
④

大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
防

止
対
策
の
実
施
︑
⑤
災
害
物

流
専
門
家
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

策
定
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

活
動
状
況
︑
⑥
ド
ラ
イ
バ
ー

等
安
全
教
育
訓
練
研
修
施
設

の
追
加
︱
︱
に
つ
い
て
審
議

・
承
認
︒

　

そ
の
ほ
か
︑
各
都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
お
け
る
駐

車
規
制
の
見
直
し
状
況
や
︑

今
年
６
月
の
道
路
交
通
法
の

一
部
改
正
︑
全
ト
協
と
し
て

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
な
ど
に
関
す

る
報
告
が
行
わ
れ
た
︒

　

③
で
は
︑
今
年
増
加
傾
向

に
あ
る
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の

飲
酒
運
転
に
関
し
て
︑
各
都

道
府
県
ト
協
に
お
け
る
飲
酒

運
転
防
止
対
策
の
取
り
組
み

状
況
の
ほ
か
︑
現
在
制
作
中

の
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た

啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
お
よ

び
確
実
な
点
呼
の
実
施
に
関

す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
つ
い
て
説
明
︒

飲
酒
運
転
根
絶
を
目
指
し
︑

取
り
組
み
を
よ
り
一
層
強
化

し
て
い
く
こ
と
と
し
た
︒
工

藤
委
員
長
は
︑﹁
飲
酒
運
転

は
反
社
会
的
行
為
で
あ
り
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
の

飲
酒
運
転
の
根
絶
は
待
っ
た

な
し
の
最
重
要
課
題
︒
い
ま

一
度
︑
対
面
点
呼
等
の
重
要

性
を
各
地
区
︑
各
事
業
所
で

強
く
呼
び
か
け
て
い
た
だ
き

た
い
﹂
と
訴
え
た
︒

　

続
く
④
で
は
︑
大
型
ト
ラ

ッ
ク
の
車
輪
脱
落
事
故
が
激

増
中
で
あ
る
こ
と
を
受
け
︑

タ
イ
ヤ
交
換
な
ど
ホ
イ
ー
ル

脱
着
時
の
増
し
締
め
を
は
じ

め
と
し
た
︑
車
両
・
タ
イ
ヤ

の
点
検
・
整
備
の
再
徹
底
を

図
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
︒

　

ま
た
︑
⑤
に
関
し
て
は
︑

11
月
︑
北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
協

会
で
の
開
催
を
皮
切
り
に
︑

全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク
で
研
修
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ト
ラ
イ
ア
ル

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
︒

　

な
お
︑
議
事
終
了
後
に
は

坂
本
克
己
全
ト
協
会
長
が
あ

い
さ
つ
に
訪
れ
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク

２
年
度
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
安
全
性
評
価
事
業
の
実
施

状
況
︱
︱
が
報
告
さ
れ
た
︒

　

①
で
は
︑
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
︑
国
土
交
通
省

か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
︑
緊

急
事
態
宣
言
解
除
日
ま
で
は

巡
回
指
導
を
自
粛
し
︑
再
開

後
は
予
防
対
策
を
徹
底
し
て

実
施
中
で
あ
る
こ
と
を
報
告
︒

　

議
事
で
は
︑
令
和
２
年
度

経
営
改
善
・
情
報
化
対
策
事

業
（
①
青
年
部
会
︑
②
女
性

部
会
︑③
情
報
化
推
進
事
業
︑

④
人
材
確
保
・
育
成
対
策
事

業
︑⑤
経
営
改
善
対
策
事
業
）

の
進
捗
状
況
を
報
告
︒
①
に

つ
い
て
は
岩
田
享
也
青
年
部

会
長
︑
②
に
つ
い
て
は
原
玲

子
女
性
部
会
長
が
登
壇
し
︑

各
部
会
の
活
動
状
況
に
つ
い

て
説
明
し
た
︒

　

続
い
て
︑﹁
小
規
模
事
業

者
コ
ロ
ナ
時
・
災
害
時
特
別

対
策
委
員
会
﹂︑
厚
生
労
働

省
委
託
事
業
﹁
就
職
氷
河
期

世
代
の
方
向
け
の
短
期
資
格

等
習
得
コ
ー
ス
事
業
﹂
に
お

飲
酒
運
転
・
車
輪
脱
落
等

交
通
事
故
防
止
対
策
を
さ

ら
に
強
化

第
115
回
交
通
対
策
委
員
会

　

９
月
24
日
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
は
第
１
１
５
回
交

運
送
業
界
に
お
い
て
安
全
こ

そ
第
一
義
︒
物
流
は
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
で
あ
り
︑

社
会
に
貢
献
す
る
た
め
に

も
︑
安
全
を
確
保
し
︑
事
業

の
発
展
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労

働
条
件
改
善
に
繋
げ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
力

強
く
呼
び
か
け
た
︒

令
和
２
年
度
の
活
動
状
況

等
を
報
告

第
52
回
適
正
化
事
業
委
員
会

　

９
月
29
日
︑
第
52
回
適
正

化
事
業
委
員
会
が
開
催
さ
れ

た
︒

　

会
議
冒
頭
︑
委
員
長
の
選

任
が
行
わ
れ
︑
田
中
亨
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会
長

（
滋
賀
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

長
）
を
選
任
︒
議
事
で
は
︑

①
令
和
２
年
度
適
正
化
事
業

実
施
機
関
の
活
動
状
況
︑
②

　

②
で
は
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
防

止
に
係
る
特
例
措
置
や
７
月

豪
雨
の
特
例
措
置
な
ど
例
年

と
大
き
く
異
な
る
状
況
や
︑

﹁
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
の

走
行
状
況
﹂﹁
高
速
道
路
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
の
広
報
活

動
﹂に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
︒

　

ま
た
︑
Ｇ
マ
ー
ク
未
取
得

事
業
所
向
け
の
リ
ー
フ
レ
ッ

「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」
イ
ベ

ン
ト
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

で
生
配
信九

州
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

九
州
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
眞

鍋
博
俊
会
長
）
は
︑﹁
ト
ラ

ッ
ク
の
日
﹂
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
︑﹁
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｃ
Ｋ　

Ｆ
Ｅ
Ｓ
﹂

（
共
催
:
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
）
を
10
月
９
日
㈮
18

時
か
ら
︑
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

で
生
配
信
す
る
︒

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
︑
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大

を
考
慮
し
︑
福
岡
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
て
イ
ベ
ン
ト
の

模
様
を
生
配
信
す
る
も
の
︒

　

福
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
眞
鍋
博
俊
会
長
）
制
作
動

画
の
ほ
か
︑
九
州
各
県
の
ト

ラ
ッ
ク
協
会
の
Ｐ
Ｒ
動
画
な

ど
を
放
送
し
て
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
重
要
性
を
広
く
訴

え
る
ほ
か
︑
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

に
よ
る
音
楽
ラ
イ
ブ
等
も
放

送
さ
れ
る
︒

　

同
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
お
よ

び
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
ペ

ー
ジ
に
つ
い
て
は
︑
同
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
︒

『
事
業
用
貨
物
自
動
車
の

交
通
事
故
の
発
生
状
況
』

発
刊令

和
元
年
デ
ー
タ
を
反
映

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
︑
令
和
元
年
の
最

新
デ
ー
タ
を
反
映
し
た
﹃
事

業
用
貨
物
自
動
車
の
交
通
事

故
の
発
生
状
況
（
令
和
元
年

デ
ー
タ
）﹄（
写
真
）
を
発
刊

し
た
︒

　

同
冊
子
は
︑
同
年
の
全
国

交
通
事
故
統
計
デ
ー
タ
か

ら
︑
事
業
用
貨
物
自

動
車
の
交
通
事
故
の

発
生
状
況
を
統
計
・

分
析
し
た
も
の
︒
Ａ

４
サ
イ
ズ
・
全
96
ペ

ー
ジ
で
︑
デ
ー
タ
は

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
︒

　

今
年
は
﹁
事
業
用
自
動
車

総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
２
０
﹂

の
目
標
最
終
年
で
あ
り
︑
こ

れ
ま
で
以
上
の
交
通
事
故
防

止
対
策
が
必
要
と
な
る
た

め
︑
全
ト
協
で
は
そ
の
一
助

と
し
て
同
冊
子
を
活
用
す
る

よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

け
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

に
な
る
た
め
の
運
転
免
許
取

得
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
つ

い
て
︑
進
捗
状
況
が
報
告
さ

れ
た
︒

　

ま
た
︑
今
年
度
の
各
種
セ

ミ
ナ
ー
（
Ｉ
Ｔ
活
用
・
人
材

確
保
・
原
価
計
算
活
用
）
に

つ
い
て
は
︑
10
月
下
旬
か
ら

来
年
３
月
に
か
け
て
︑
映
像

配
信
等
も
活
用
し
な
が
ら
実

施
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
︒

　

閉
会
の
前
に
は
︑
坂
本
克

己
全
ト
協
会
長
が
登
壇
し
︑

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の

健
全
な
経
営
の
た
め
︑
庄
子

委
員
長
を
中
心
と
し
︑
皆
様

の
お
力
添
え
と
お
知
恵
を
頂

戴
し
な
が
ら
︑
と
も
に
前
へ

と
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
﹂

と
︑
出
席
委
員
に
対
し
激
励

の
言
葉
を
述
べ
た
︒

　

な
お
︑
議
事
に
先
立
ち
︑

日
本
Ｐ
Ｍ
Ｉ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
㈱
の
小
坂
真
弘
代
表
取

締
役
が
︑﹁
標
準
的
な
運
賃

に
つ
い
て
﹂
を
テ
ー
マ
に
講
演

を
行
っ
た
︒

ト
を
作
成
し
︑
啓
発
・
Ｐ
Ｒ

に
繋
げ
る
こ
と
と
し
た
︒

　

な
お
︑
議
事
に
先
立
ち
︑

国
土
交
通
省
自
動
車
局
貨
物

課
の
浅
見
一
夫
ト
ラ
ッ
ク
事

業
適
正
化
対
策
室
長
が
﹁
貨

物
輸
送
を
巡
る
諸
情
勢
に
つ

い
て
﹂と
題
し
説
示
を
行
っ
た
︒

３
部
会
で
連
携
し
、
特
殊

車
両
の
通
行
に
関
す
る
要

望
活
動
を
展
開

第
50
回
鉄
骨
・
橋
梁
部
会

　

９
月
16
日
︑
第
50
回
鉄
骨

・
橋
梁
部
会
（
宮
地
高
照
部

会
長
）
が
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
令
和
元
年
度

事
業
報
告
（
案
）・
２
年
度

グ
ル
ー
プ
﹂
を
設
置
︒
昨
年

12
月
に
︑
重
量
部
会
が
国
土

交
通
省
道
路
局
長
宛
て
に
提

出
し
た
﹁
特
殊
車
両
通
行
許

可
に
関
す
る
要
望
書
﹂
を
ベ

ー
ス
に
︑
特
車
通
行
許
可
に

関
す
る
諸
課
題
改
善
に
向
け

た
検
討
と
関
係
行
政
に
対
す

る
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
く
︒

さ
ら
に
︑
鉄
骨
・
橋
梁
部
会

で
は
︑
基
準
緩
和
自
動
車
認

定
や
制
限
外
積
載
許
可
に
係

る
諸
課
題
改
善
に
つ
い
て
も

検
討
す
る
こ
と
と
し
た
︒

　

議
事
終
了
後
に
は
︑（
一

社
）日
本
橋
梁
建
設
協
会（
橋

建
協
）
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
︒
橋
梁
輸
送
に
お
け
る

現
状
や
課
題
を
共
有
す
る
と

と
も
に
︑
改
善
と
解
決
に
向

け
た
議
論
が
行
わ
れ
た
︒

事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

審
議
・
承
認
︒
２
年
度
事
業

計
画
で
は
︑﹁
特
殊
車
両
の

通
行
に
関
す
る
諸
課
題
改
善

の
推
進
（
関
係
行
政
と
の
連

携
強
化
）﹂
な
ど
３
施
策
を

掲
げ
︑
部
会
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
と
し
た
︒

　

ま
た
︑
今
年
度
は
︑
重
量

部
会
・
鉄
鋼
部
会
と
と
も
に
︑

﹁
３
部
会
合
同
ワ
ー
キ
ン
グ

第15回経営改善・情報化委員会（9月17日、全
ト協）

第115回交通対策委員会（9月24日、全ト協）

第52回適正化事業委員会（9月29日、全ト協）

第50回鉄骨・橋梁部会㊤、橋建協との意見交換
会㊦（9月16日、全ト協）

10
月
９
日
の「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」　

　
　

 
に
向
け
広
報
活
動
を
強
化

一
般
へ
の
認
知
度
向
上
を
図
る

（
10
月
１
日
〜
10
月
31
日
）

▽
10
月
８
日

・
第
18
回「
ト
ラ
ッ
ク
の
森
」記
念

植
樹
式

・
正
副
会
長
会
議

・
第
１
８
７
回
理
事
会

▽
10
月
19
日

・
第
14
回
労
働
安
全
・
衛
生
委
員
会
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　

日
本
と
同
じ

海
に
囲
ま
れ
た

島
国
︒
面
積
は

日
本
の
約
３
分

の
２
で
︑
人
口
は
約
６
７
０
０
万
人
と
い
う
英

国
に
お
い
て
︑﹁
生
産
か
ら
10
年
以
上
経
過
し

た
タ
イ
ヤ
を
車
両
に
装
着
し
て
は
い
け
な
い
﹂

と
い
う
法
律
（
以
下
︑﹁
タ
イ
ヤ
10
年
法
﹂）

が
今
年
７
月
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
︒

　

主
な
対
象
車
両
は
︑
後
輪
軸
が
ダ
ブ
ル
タ

イ
ヤ
構
造
の
﹁
大
型
ト
ラ
ッ
ク
﹂
や
﹁
大
型

バ
ス
﹂
で
す
︒
大
型
ト
ラ
ッ
ク
や
大
型
バ
ス
に

関
し
て
は
︑
タ
イ
ヤ
の
位
置
が
限
定
さ
れ
︑

生
産
か
ら
10
年
を
超
過
し
た
新
品
タ
イ
ヤ
お

よ
び
再
生
タ
イ
ヤ
の
︑﹁
前
輪
タ
イ
ヤ
﹂
へ
の

装
着
を
禁
止
す
る
と
い
う
も
の
で
す
︒

用
さ
れ
ま
せ
ん
︒

　

人
を
乗
せ
て
移
動
す
る
タ
ク
シ
ー
や
ハ
イ
ヤ

ー
に
関
し
て
も
︑
同
様
で
す
︒
タ
ク
シ
ー
は
年

間
走
行
距
離
が
数
十
万
㌔
㍍
に
及
ぶ
た
め
︑
新

品
タ
イ
ヤ
を
装
着
し
て
も
１
年
ほ
ど
し
か
持
ち

ま
せ
ん
︒
タ
ク
シ
ー
業
界
で
行
っ
た
タ
イ
ヤ
調
査

で
︑﹁
10
年
超
の
タ
イ
ヤ
が
装
着
さ
れ
た
ケ
ー
ス

は
全
体
の
１
％
﹂
と
い
う
結
果
が
出
た
こ
と
か

ら
︑
今
回
は
適
用
が
見
送
ら
れ
ま
し
た
︒

　

同
法
の
中
で
特
に
驚
い
た
の
が
︑
再
生
タ
イ
ヤ

の
扱
い
で
す
︒
再
生
タ
イ
ヤ
の
前
輪
装
着
は
︑

日
本
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
︒
と
こ
ろ
が
英

国
で
は
︑
再
生
タ
イ
ヤ
の
前
輪
装
着
が
認
可
さ

れ
︑
さ
ら
に
タ
イ
ヤ
10
年
法
に
お
い
て
は
︑﹁
台

タ
イ
ヤ
の
製
造
年
か
ら
10
年
﹂
で
は
な
く
︑﹁
再

生
さ
れ
た
年
を
起
点
に
10
年
﹂と
さ
れ
た
の
で
す
︒

　

バ
ス
に
関
し
て
は
︑
一
部
の
車
型
に
厳
し
い
規

制
が
か
か
り
ま
す
︒
後
輪
軸
が
シ
ン
グ
ル
タ
イ

ヤ
の
構
造
を
し
た
ミ
ニ
バ
ス
（
乗
用
車
と
同
じ

タ
イ
プ
）
は
︑
前
後
輪
す
べ
て
の
タ
イ
ヤ
に
対
し

て
︑こ
の﹁
タ
イ
ヤ
10
年
法
﹂が
課
せ
ら
れ
ま
す
︒

　

こ
の
タ
イ
プ
の
ミ
ニ
バ
ス
は
︑
乗
用
車
と
同
じ

で
す
か
ら
︑
１
本
の
タ
イ
ヤ
に
異
常
が
発
生
す

る
と
走
行
不
能
に
な
り
ま
す
︒
特
に
タ
イ
ヤ
の
バ

ー
ス
ト
な
ど
が
起
き
た
場
合
︑
車
両
制
御
が
で

き
ず
︑
大
き
な
事
故
に
繋
が
る
可
能
性
が
高
く

な
る
こ
と
か
ら
︑﹁
全
輪
装
着
禁
止
﹂
に
な
り
ま

し
た
︒

　

な
お
︑
低
速
で
使
用
す
る
車
両
（
農
耕
機
︑

農
業
用
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
）
や
︑
ヒ
ス
ト
リ
ッ

ク
カ
ー
（
展
示
用
と
し
て
使
う
旧
型
の
大
型
車

両
）
に
関
し
て
は
︑
こ
の
タ
イ
ヤ
10
年
法
は
適

　

再
生
タ
イ
ヤ
に
は
︑
再
生
さ
れ
た
年
が
分
か

る
刻
印
が
存
在
し
ま
せ
ん
︒
タ
イ
ヤ
10
年
法
が

本
格
的
に
運
用
さ
れ
れ
ば
︑
タ
イ
ヤ
を
再
生
加

工
し
た
﹁
年
﹂
も
タ
イ
ヤ
の
側
面
に
記
載
す
る

必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
︒
い

わ
ゆ
る
︑﹁
新
品
時
と
再
生

時
の
ダ
ブ
ル
表
記
﹂
で
す
︒

　

こ
の
英
国
の
タ
イ
ヤ
10
年

法
は
︑
そ
の
適
用
範
囲
を

乗
用
車
の
車
両
ま
で
拡
大

す
る
流
れ
で
︑
同
じ
島
国

の
日
本
に
も
︑
ぜ
ひ
追
随
し

て
ほ
し
い
も
の
で
す
︒
個
人

的
に
は
︑
高
速
道
路
で
の
タ

イ
ヤ
バ
ー
ス
ト
事
故
を
ゼ
ロ

に
す
る
と
い
う
目
標
を
考

慮
し
︑
よ
り
高
い
安
全
性

を
求
め
﹁
タ
イ
ヤ
７
年
法
﹂

と
す
る
の
が
ベ
ス
ト
だ
と
考

え
ま
す
︒

第
1１3
回 

「
10
年
超
の
タ
イ
ヤ
を
使
用
禁
止
に
す
る
法
律
」

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①トラックは自車の直前を乗用車が走行していても、
その前をトラックが走行している時は、ドライバーの
視線は、直前の乗用車ではなく、その前方のトラック
に向きがちになります。前方のトラックが工事現場
を避けようとブレーキを踏み、それを見た乗用車が
減速した場合、漫然と前方のトラックばかりに注意
が向いていると、減速した乗用車に気づかず追突す
る危険があります。自車の直前に乗用車、その前にト
ラックが走行している時は、直前の乗用車の動きに
注意を払うとともに、あらかじめしっかり車間距離を
とっておきましょう。
②標識等で前方の車線減少を把握した時は、早めに
車線を変更しておくことが大切ですが、この場面で
は、自車の右後方から二輪車が接近しているのが見
えます。夜の二輪車は非常に発見しにくいうえに、ス
ピードを出している場合も多いことから、安易に車
線変更しようとすると、衝突する危険があります。車
線変更をする前には、しっかり後方の安全を確認し
たうえで、慎重に車線変更しましょう。

③人の意識水準は、明け方がもっとも低くなることから、
深夜から明け方にかけては居眠り運転の危険が高
まります。居眠り運転に陥ると、ブレーキ操作などの
危険回避行動ができないことから、事故の被害が拡

①前方のトラックに注意が偏り、乗用車の減速に気
づかずに追突する危険があります（図１）。

②車線変更しようとしたところ、後方から走行して
きた二輪車と衝突する危険があります（図2）。

③居眠り運転に陥り、中央分離帯に衝突したり、工
事現場に突入するなどの危険があります（図3）。

　あなたは明け方の片側２車線の幹線道
路を走行しています。前方が工事中である
ことを示す標識や看板が設置されています。
この場面にはどのような危険がありますか。
また、危険を避けるためにはどのような運
転をすればよいでしょうか。考えてみましょ
う。

図１

図２

図３

大するおそれがあります。少しでも眠気を感じ
た時は、無理をせず速やかに運転を中断し、
安全な場所に停止して休憩をとりましょう。

３
点
に
重
点
を
置
い
て
取
り

組
む
こ
と
と
さ
れ
︑
一
般
会

計
で
５
兆
９
６
１
７
億
円
の

要
求
を
行
う
と
と
も
に
︑
別

途
﹁
緊
要
な
経
費
﹂
に
つ
い

て
事
項
要
求
を
行
っ
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
関

係
す
る
主
な
要
求
は
︑
次
の

通
り
︒

▽
﹁
災
害
時
に
お
け
る
人
流

・
物
流
の
確
保
﹂（
２
９
９
２

億
円
＋
α
）
▽
﹁
効
率
的
な

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
﹂

（
３
９
９
９
億
円
＋
α
）
▽

﹁
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾

等
の
機
能
強
化
﹂（
５
２
３
億

円
＋
α
）
▽
﹁
イ
ン
フ
ラ
・

物
流
分
野
等
の
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の

推
進
﹂（
１
８
３
億
円
＋
α
）

▽
﹁
建
設
業
︑
運
輸
業
︑
海

運
・
造
船
業
︑
宿
泊
・
観
光

業
に
お
け
る
人
材
確
保
・
育

成
﹂（
68
億
円
）

�

５
年
連
続
で
取
扱
個
数
が

増
加令和

元
年
度
「
宅
配
便

取
扱
実
績
」

　

国
土
交
通
省
は
９
月
18

日
︑
令
和
元
年
度
﹁
宅
配
便

取
扱
実
績
﹂
を
発
表
し
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
元
年
度

の
宅
配
便
取
扱
個
数
は
43
億

２
３
４
９
万
個
（
う
ち
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
42
億
９
０
６
３
万

個
）
で
︑
前
年
度
に
比
べ
て

１
６
４
７
万
個
（
約
１
・
０

％
）
の
増
加
と
な
っ
た
︒
ま

た
︑
メ
ー
ル
便
取
扱
冊
数
は

47
億
１
９
２
万
冊
で
︑
前
年

度
に
比
べ
て
３
億
１
９
２
０
万

冊
（
約
６
・
４
％
）
の
減
少

と
な
っ
た
︒

　

な
お
︑
宅
配
便
取
扱
個
数

は
︑
平
成
26
年
（
３
６
１
４

万
個
）
か
ら
５
年
連
続
で
増

加
し
て
い
る
も
の
の
︑
近
年

は
伸
び
率
が
や
や
緩
や
か
に

な
っ
て
い
る
︒

�

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
向
け

て
国
土
幹
線
道
路
の
機
能

強
化
を
提
言

国
土
幹
線
道
路
部
会

中
間
と
り
ま
と
め

　

国
土
交
通
省
社
会
資
本
整

備
審
議
会
道
路
分
科
会
国
土

幹
線
道
路
部
会
（
部
会
長
・

朝
倉
康
夫
東
京
工
業
大
学
環

境
・
社
会
理
工
学
院
教
授
）

は
９
月
25
日
︑﹁
持
続
可
能

な
国
土
幹
線
道
路
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
向
け
た
取
組
﹂
中

間
と
り
ま
と
め
を
公
表
し
た
︒

　

同
部
会
で
は
こ
れ
ま
で
︑

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
対
応
し
た
国
土
幹

線
道
路
施
策
に
つ
い
て
議
論

を
実
施
︒
８
月
３
日
に
開
催

し
た
第
40
回
部
会
で
は
︑
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
対
す

る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
︒

　

同
取
り
ま
と
め
で
は
︑
国

土
幹
線
道
路
を
取
り
巻
く
状

況
と
し
て
︑
①
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

よ
り
新
た
に
顕
在
化
し
た
課

題
・
生
活
様
式
の
変
化
︑
②

災
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
︑

利
用
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な

ど
持
続
可
能
性
に
係
る
構
造

的
問
題
︱
︱
を
挙
げ
た
上

で
︑
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の

﹁
新
た
な
日
常
﹂
を
支
え
る

国
土
幹
線
道
路
が
目
指
す
べ

き
姿
と
し
て
︑
①
平
常
時
・

非
常
時
を
問
わ
ず
機
能
を
失

わ
な
い
安
全
・
安
心
な
道

路
︑
②
道
路
ユ
ー
ザ
ー
等
の

生
産
性
・
快
適
性
が
飛
躍
的

に
向
上
す
る
ス
マ
ー
ト
な
道

路
︑
③
社
会
環
境
の
変
化
や

　

国
土
交
通
省
は
９
月
25

日
︑
令
和
３
年
度
予
算
概
算

要
求
概
要
を
公
表
し
た
︒

　

同
概
算
要
求
で
は
︑﹁
国

民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
﹂︑

﹁
持
続
的
な
経
済
成
長
の
実

現
﹂
お
よ
び
﹁
豊
か
で
暮
ら

し
や
す
い
地
域
の
形
成
と
多

核
連
携
型
の
国
づ
く
り
﹂
の

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
に
対
応

で
き
る
持
続
可
能
な
道
路
︱

︱
を
挙
げ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時

代
を
見
据
え
て
加
速
す
べ
き

具
体
的
な
取
り
組
み
の
中
で

は
︑
大
口
・
多
頻
度
割
引
の

継
続
な
ど
︑
物
流
事
業
者
等

が
活
動
し
や
す
い
道
路
環
境

の
実
現
等
に
つ
い
て
も
取
り

上
げ
て
い
る
︒ 

�

飲
料
・
酒
物
流
の
効
率
化

労
働
環
境
改
善
へ
検
討
会
議

　

国
土
交
通
省
と
厚
生
労
働

省
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
荷
待
ち
時
間
が
多
い
飲

料
・
酒
の
物
流
効
率
化
を
推

進
し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働

時
間
改
善
を
図
る
た
め
の
検

討
会
議
を
設
置
し
︑
９
月
18

日
に
初
会
合
を
開
催
し
た
︒

　
﹁
加
工
食
品
物
流
に
お
け

る
生
産
性
向
上
及
び
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間

改
善
に
関
す
る
懇
談
会
飲
料

・
酒
物
流
分
科
会
﹂
と
﹁
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
取
引

環
境
・
労
働
時
間
改
善
東
京

都
地
方
協
議
会
飲
料
・
酒
物

﹁
過
重
労
働
解
消
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
﹂
を
11
月
に
実
施

事
業
場
へ
の
重
点
監
督

な
ど
を
予
定

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
11
月

の
﹁
過
労
死
等
防
止
啓
発
月

間
﹂
に
合
わ
せ
て
︑
長
時
間

労
働
の
削
減
等
の
過
重
労
働

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を

推
進
す
る
た
め
に
﹁
過
重
労

働
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
を

実
施
す
る
︒

　

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
︑

長
時
間
に
わ
た
る
過
重
な
労

働
に
よ
る
過
労
死
等
に
係
る

労
災
請
求
が
行
わ
れ
た
事
業

場
や
︑
労
働
基
準
監
督
署
お

よ
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
寄
せ

ら
れ
た
相
談
等
か
ら
︑
離
職

率
が
極
端
に
高
い
な
ど
若
者

の
﹁
使
い
捨
て
﹂
が
疑
わ
れ

る
企
業
等
を
対
象
に
︑
重
点

監
督
を
実
施
︒
時
間
外
・
休

日
労
働
や
賃
金
不
払
残
業
︑

不
適
切
な
労
働
時
間
管
理
な

ど
の
状
況
に
つ
い
て
重
点
的

に
確
認
す
る
と
と
も
に
︑
重

﹁
中
小
企
業
成
長
促

進
法
﹂
10
月
１
日
に

施
行

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業
継
続

と
雇
用
維
持
を
後
押
し

　

経
済
産
業
省
は
９
月
15

日
︑
第
２
０
１
回
通
常
国
会

に
お
い
て
成
立
し
た
﹁
中
小

企
業
の
事
業
承
継
の
促
進
の

た
め
の
中
小
企
業
に
お
け
る

経
営
の
承
継
の
円
滑
化
に
関

す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
中
小
企
業
成
長

促
進
法
）﹂
が
︑
一
部
を
除
い

て
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る

こ
と
を
発
表
し
た
︒

　

同
法
は
︑
中
小
企
業
の
廃

業
を
防
ぐ
と
と
も
に
︑
中
小

企
業
が
積
極
的
に
事
業
展
開

を
行
い
︑
成
長
で
き
る
環
境

流
改
善
Ｗ
Ｇ
（
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
）﹂
の
合
同
会
議

を
開
催
し
た
も
の
︒

　

両
省
は
︑
荷
待
ち
時
間
の

多
い
輸
送
品
目
別
に
懇
談
会

を
設
置
し
て
改
善
策
を
検
討

し
︑
今
年
５
月
に
加
工
食
品

や
建
設
資
材
︑
紙
・
パ
ル
プ

の
各
物
流
分
野
の
改
善
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
た
︒

　

こ
れ
ら
に
続
き
︑
令
和
２

年
度
の
輸
送
品
目
別
取
り
組

み
強
化
事
業
の
一
環
と
し
て
︑

飲
料
・
酒
物
流
に
お
け
る
課

題
整
理
や
改
善
策
を
検
討
す

る
も
の
で
︑
運
送
事
業
者
と

発
着
荷
主
な
ど
関
係
者
が
連

携
し
た
︑
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
全
体
に
お
け
る
改
善
策
を

検
討
す
る
方
針
︒

　

合
同
会
議
で
は
冒
頭
︑
国

交
省
自
動
車
局
の
伊
地
知
英

己
貨
物
課
長
︑
お
よ
び
東
京

運
輸
支
局
の
伊
藤
義
久
支
局

長
が
あ
い
さ
つ
︒
伊
地
知
課

長
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
な
ど
に
対
す
る
時
間
外
労

働
の
上
限
規
制
適
用
に
向
け

て
︑
長
時
間
労
働
改
善
と
効

率
化
推
進
の
必
要
性
な
ど
を

強
調
し
た
︒

大
・
悪
質
な
違
反
が
確
認
さ

れ
た
場
合
に
は
送
検
・
公
表

す
る
︒

　

ま
た
︑
企
業
に
お
け
る
自

主
的
な
過
重
労
働
防
止
対
策

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
︑
10
月
か
ら
12
月
を
中
心

に
︑
全
国
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
﹁
過
重
労
働
解
消
の
た

め
の
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
開
催
す

る
︒

　

さ
ら
に
︑
同
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
初
日
の
11
月
１
日
に
は
︑

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る
全

国
一
斉
の
﹁
過
重
労
働
解
消

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
﹂
な
ど
を
実

施
す
る
︒

　

詳
細
は
︑
厚
労
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

�

10
月
は
﹁
年
次
有
給
休
暇

取
得
促
進
期
間
﹂

年
休
を
取
得
し
や
す
い

環
境
整
備
を
呼
び
か
け

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
毎
年

10
月
を
﹁
年
次
有
給
休
暇
取

得
促
進
期
間
﹂（
写
真
）
と

を
整
備
す
る
た
め
に
制
定
さ

れ
た
法
律
︒

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
危
機
下
に
お
い
て
は
︑

同
法
に
よ
り
︑
①
事
業
承
継

円
滑
化
に
よ
る
廃
業
リ
ス
ク

の
回
避
︑
②
規
模
拡
大
後
の

継
続
支
援
に
よ
る
Ｍ
＆
Ａ
円

滑
化
を
通
じ
た
事
業
継
続
支

援
︑
③
海
外
拠
点
の
分
散
化

の
推
進
︑
④
計
画
制
度
の
簡

素
化
と
電
子
申
請
の
加
速
化

︱
︱
を
実
現
し
︑
中
小
企
業

の
事
業
継
続
と
雇
用
維
持
を

図
る
︒

　

ま
た
︑危
機
収
束
後
に
は
︑

い
ず
れ
の
措
置
も
︑
中
小
企

業
の
成
長
を
促
す
支
援
策
と

し
て
活
用
し
て
い
く
と
し
て

い
る
︒

定
め
︑
集
中
的
な
広
報
活
動

を
実
施
す
る
︒

　

年
休
は
︑
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
官
民
ト

ッ
プ
会
議
で
策
定
さ
れ
た﹁
仕

事
と
生
活
の
調
和
推
進
の
た

め
の
行
動
指
針
﹂に
お
い
て
︑

令
和
２
年
ま
で
に
取
得
率
を

70
％
と
す
る
目
標
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
平
成

30
年
の
時
点
で
︑
取
得
率
は

52
・
４
％
に
留
ま
っ
て
い
る
︒

　

労
働
基
準
法
の
改
正
に
伴

い
︑
平
成
31
年
４
月
か
ら
︑

使
用
者
は
︑
法
定
の
年
休
付

与
日
数
が
10
日
以
上
の
全
て

の
労
働
者
に
対
し
て
︑
毎
年

５
日
間
︑
年
休
を
確
実
に
取

得
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な

っ
て
い
る
︒

　

厚
労
省
で
は
同
期
間
の
実

施
を
通
じ
︑
事
業
者
に
対
し

て
年
休
の
計
画
的
付
与
制
度

の
一
層
の
導
入
も
含
め
︑
年

休
を
取
得
し
や
す
い
環
境
の

整
備
を
呼
び
か
け
て
い
く
︒

経 産 省

10月は
「年次有給休暇
 取得促進期間」
 です。

10月は
「年次有給休暇
 取得促進期間」
 です。

新
し
い
働
き
方
・
休
み
方
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
働
き
方
・
休
み
方
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

◎働き方・休み方改善ポータルサイト　https://work-holiday.mhlw.go.jp/

厚生労働省 都道府県労働局 労働基準監督署

（働き方・休み方改善ポータルサイト） （年休取得特設サイト）

年次有給休暇取得促進特設サイト 検索

働き方の新しいスタイル

テレワークや
ローテーション勤務

時差通勤で
ゆったりと

オフィスは
ひろびろと

会議は
オンライン

対面での打合せは
換気とマスク

年次有給休暇付与計画表による個人別付与方式
を活用すれば、休暇の分散化にもつながります。

新しい働き方・休み方を実践する第一歩として
「年次有給休暇の計画的付与制度」の導入を！

「
効
率
的
な
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク     

　
　
　
　
の
強
化
」な
ど
を
要
求

令
和
３
年
度
予
算
概
算
要
求
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22
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
の
点
検

エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
の
点
検　　
「
冷
却
水
量
や
ブ
レ
ー
キ
液
量
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
」

「
冷
却
水
量
や
ブ
レ
ー
キ
液
量
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
」

　毎日の日常点検や定期点検などを適切に実施することは、トラック運送事業者にとっては基本的な責務
であるといえます。点検整備を怠ると、車両故障を引き起こすだけではなく、車両故障が発端となる重大
事故の発生、また火災による車両・積荷の損失にも繋がり、社会的に大きな影響を及ぼすことがあります。
　そこで本シリーズでは、全日本トラック協会制作の「日常点検」および「雪道対策」解説
DVDをもとに、車両の点検のポイントについて写真とともに説明していきます。今回は、「日
常点検項目と点検のポイント」について紹介します。
　なお、同 DVDは全ト協ホームページ（右 QRコード）から視聴可能です。

33
車
の
周
り
か
ら
の
点
検

車
の
周
り
か
ら
の
点
検　　
「
タ
イ
ヤ
関
係
の
確
認
な
ど
を
念
入
り
に
」

「
タ
イ
ヤ
関
係
の
確
認
な
ど
を
念
入
り
に
」

⑧

⑥

⑤

⑦

④

③

①

⑧

⑦

⑥

⑤

④

③

②

①

②
「タイヤ標準空気圧」を示したプレート

　タイヤの点検は、接地部のたわみの状態により空気圧が
不足していないかを点検します（写真①）。

●�タイヤ空気圧○�ウィンド・ウォッシャ・タンク

●�ブレーキのリザーバ・タンク

◎�エア・タンク（エア・ブレーキ車） ○�エンジン・オイル量

○�バッテリ

●�ディスク・ホイールの取付状態

●�タイヤ全周の点検

　ウィンド・ウォッシャ・タンクは、タンク内の液量が適当かを
点検します（写真①）。

　溝の深さに不足がないかをスリップ・サインなどで点検
します（高速道路を走行する場合、大型トラック用タイヤ
は残溝３・２㍉㍍以上、小型トラック用タイヤは残溝２・４
㍉㍍以上）（写真⑤）。

○タイヤ溝の深さ○ラジエーターなどの冷却装置

○エンジン・オイル量

○ファン・ベルト

◎エア・ブレーキ

●灯火装置・方向指示器

○スペアタイヤの点検●タイヤ空気圧

　ラジエーターなどの冷却装置は、リザーバ・タンク内の冷
却水の量が規定の範囲にあるかを点検します（写真⑤）。

タイヤ標準空気圧は、必ず車両に貼り付けられたプレート（写
真②）で確認してください。

　ブレーキのリザーバ・タンクは、タンク内の液量が規定の
範囲にあるかを点検します（写真②）。

　スペアタイヤの点検項目に関しては、法令改正により平成
30年10月1日から、5 面「日常点検の手順例」※２で示し
た内容が３か月ごとの定期点検項目に追加されています（車
両総重量８㌧以上の自動車に限る）。（写真⑥）。

　エンジン・オイルの量が、オイルレベルゲージに示された
範囲内にあるかを点検します（写真⑥）。

　ホイール・ナットの脱落、ホイール・ボルトの折損など異状が
ないか、ホイール・ボルト付近にさび汁が出た痕跡はないか、
ホイール・ナットから突出しているホイール・ボルトの長さに不
揃いはないかなど点検ハンマなどで点検します（写真③）。

　エア・ブレーキ車の場合は、エア・タンクのドレンコックを
開き、凝水があるかを点検します（写真③）。

　エア・ブレーキが装着されている場合は、ドレンコックを開
いて、エアタンクに水がたまっていないかを点検します（写
真⑦）。水が多量に出てくる時は、エア・ドライヤーの点検
も必要です。

　ＤＰＦ（ディーゼル微粒子捕集フィルター）装着車の場合、
オイル交換の目安となるマーク（写真⑦）がありますので、
このマークまでに収まっているかを点検します。

　タイヤの全周について、著しい亀裂や損傷がないかを点
検します。くぎ、石、その他の異物が刺さったりかみ込んだ
りしていないかも点検します（写真④）。タイヤの接地面が
異常に摩耗していないかを点検します。

　バッテリは、各槽の液量が規定の範囲内にあるかを点検
します。バッテリの液量は、バッテリケース内の液面がケー
ス側面の「UPPER」と「LOWER」の間にあれば適正で
す（写真④）。

　灯火装置、方向指示器は、エンジンスイッチを入れ、前
照灯、制動灯などの灯火装置の点灯具合や、方向指示器
の点滅具合が不良でないかを点検します（写真⑧）。レン
ズや反射器に汚れや変色、損傷などがないかも点検します。

　ファン・ベルトは、ベルトの中央部を指で押し、ベルトが少
したわむ程度であるかを点検します。さらに、ベルトに損傷
がないかを点検します（写真⑧）。

日常点検項目日常点検項目第
１
回
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関東（ ）
夜発
（21:00） （22:30）

翌夜着 最速

「物効法対応ご相談ください」 
「運行の省力化・効率化に！」
「労務管理強化に！」

「物効法対応ご相談ください」 

　「運行の省力化・効率化に！」
「労務管理強化に！」

東京東京年年２０２０２０２０
2323日,日,月月99 有明有明 （ ）北九州北九州

苅田苅田九州

ポイントポイント

運航スケジュール運航スケジュール

当日 21:00集荷日 翌日 22:30
翌日
ミッドナイト配送　

３日目06：00３日目朝一配送 翌日04：30 集荷日
※宇野港へは上りで週一便寄港

東京港 苅田港首都圏 九州全域

25.5 h!

　

上りのみ寄港

苅田

宇野

東京東京～苅田航路

デイリー運航再開！

mail :molf.tokyobk@molgroup.com
営業二部  TEL:03 -6774-6886
 苅田支店　 TEL : 093-434-5118

ご予約・お問い合わせ・メールアドレスご予約・お問い合わせ・メールアドレス

マレーシア
1,424万t

　日常点検を確実に実施するには、あらか
じめ作成しておいた日常点検記録表に基づ
いてチェックしながら行うことで、点検漏
れもなく効率的に実施できます。
　日常点検が終了したら、整備担当者に日
常点検記録表を提出し、確認印をもらいます。

◇点検前に
　日常点検を安全でスムーズに実施するた
めに、表で示した注意事項を確認し、徹底
を図りましょう。
　また、前日または前回の運行中に異状を
認めた箇所については、運転に支障がない
かを点検してください。

11
運
転
席
で
の
点
検

運
転
席
で
の
点
検　　
「
ブ
レ
ー
キ
や
エ
ン
ジ
ン
の
状
況
な
ど
を
確
認
」

「
ブ
レ
ー
キ
や
エ
ン
ジ
ン
の
状
況
な
ど
を
確
認
」

表 チェック欄

時

時
⑧

⑥

⑤

④

③

②

①

⑦

●ブレーキ・ペダル

●駐車ブレーキ・レバー【小型】

●駐車ブレーキ・レバー【大型】

○エンジンのかかり具合

　ブレーキ・ペダルは、エンジンをかけた状態で、ブレーキ
・ペダルをいっぱいに踏み込んだ時、床板との隙間や踏み
ごたえが適当であるか、マットや異物のかみ込みがないか
を点検します（写真①）。

○ウィンド・ウォッシャとワイパー

◎空気圧力計

◎ブレーキ・バルブ

●警告ランプ

　ウィンド・ウォッシャは、液の噴射向きなどが適当かどうか
を点検します。また、ワイパーを作動させ、間欠、低速、
および高速の各作動が不良でないかを点検します。きれい
に拭き取れるかも点検します（写真⑤）。

　駐車ブレーキ・レバーは、一杯に引いた時、引きしろが
多すぎたり少なすぎたりしないかを点検します（写真②）。

　空気圧力計は、エンジンをかけて、空気圧力の上がり具
合が極端に遅くないかを点検します。また、空気圧力が空
気圧力計に表示された範囲にあるかを点検します（写真⑥）。

　ホイールパーク式の場合は、エンジンをかけて、規定の
空気圧の状態でレバーを駐車位置まで引いた時、レバーが
固定され、空気の排出音が聞こえるかどうかを点検します
（写真③）。

　ブレーキ・バルブは、ブレーキ・ペダルを踏み込んで離し
た時、ブレーキ・バルブからの排出音が正常であるかを点
検します（写真⑦）。

　速やかに始動し、スムーズに回転するかを点検します（写
真④）。エンジン始動時、およびアイドリング状態で異音が
ないかも点検します。また、エンジンを暖機させた状態で、
アイドリング時の回転がスムーズに続くかを点検します。

　最近のトラックには、安全および環境に配慮した装置が
搭載されています。異常がある場合は警告ランプ（写真⑧）
が点滅あるいは点灯しますので、各社のマニュアルを参照
してください。

2キャブを降ろして運転席での点検

●パーキング・ブレーキ・レバーの引きしろをチェック

〇ウィンド・ウォッシャの液量・噴射状態をチェック

〇ワイパーの拭き取り状態をチェック

〇エンジンのかかり具合・異音をチェック

〇エンジンの低速・加速の状態をチェック

◎ブレーキの空気圧力の上昇具合をチェック

●ランプ類の点灯・点滅、汚れ、損傷状態をチェック

●ブレーキ・ペダルの踏みしろ・効き具合をチェック

◎ブレーキ・バルブからの異音をチェック

日常点検の手順例
注：手順は例であって、事業者や車両により必ずしもこの手順通りである必要はありません。
　　なお、右の「写真で見る点検のポイント」は全ト協制作のDVDに準じています。

●毎回点検する項目－凡例－ 〇適切な時期に点検する項目 ◎エア・ブレーキ車の点検項目

◇点検前に

●前日までの異状箇所をチェック

1車の周り・キャブをティルトしての点検

●タイヤの空気圧をチェック

●タイヤの亀裂・損傷・異状摩耗をチェック

〇タイヤの溝の深さをチェック

●ディスク・ホイールの取付状態をチェック
　※車両総重量 8トン以上のトラックのみ

〇冷却水量をチェック

●ブレーキ液量をチェック

〇エンジン・オイル量をチェック

〇バッテリ液量をチェック

◎エア・タンクの凝水をチェック

〇ファン・ベルトの張り・損傷をチェック

※2　スペアタイヤの点検項目
スペアタイヤの点検項目は、法令改正により、平成 30年 10月 1日
から以下の項目が 3か月ごとの定期点検項目に追加されています（車
両総重量 8トン以上の自動車に限る）。
①スペアタイヤ取付装置の緩み、がたおよび損傷
②スペアタイヤの取付状態
③ツールボックスの取付部の緩みおよび損傷

※1　運行状況により適切な時期に行う点検項目
運行状況により適切な時期に行う点検項目に、「ブレーキ・チャンバ
のロッドのストローク」と「ブレーキ・ドラムとライニングの隙間」
があります。

写真で見る 『点検のポイント』『点検のポイント』〜全ト協制作 日常点検DVDより～
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国26か所のトラックステーション（TS）は全国26か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない長距離運行に欠かせない

休憩施設です。休憩施設です。

全国26か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国26か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会

41

❹ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❺ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❻ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❼ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❽ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❾ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜ロ 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 53

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノロ 6045-2 097-597-6233 43

� 鹿児島 鹿児島県鹿児島市西別府町 2941-19
（流通業務団地内）　 099-281-5960 50

※�駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。
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︑
海
事
︑
航
空
の
４

モ
ー
ド
の
運
輸
事
業
者
が
対

象
︒
特
に
︑
地
域
交
通
・
物

流
を
担
う
地
域
の
中
堅
・
中

小
の
運
輸
事
業
を
重
視
す
る
︒

　

運
輸
防
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

体
制
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ

て
の
ポ
イ
ン
ト
を
︑
表
１
に

ま
と
め
た
︒
こ
の
内
容
を
基

に
︑
事
業
者
が
自
然
災
害
へ

の
対
応
力
を
高
め
る
た
め
に

取
り
組
む
べ
き
事
柄
に
つ
い

て
紹
介
す
る
︒

①
経
営
ト
ッ
プ
の
責
務

⑴
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

・
経
営
ト
ッ
プ
の
責
務
は
︑

事
故
対
応
と
同
様
に
重
要
︒

特
に
自
然
災
害
に
よ
る
被
災

の
直
前
か
ら
直
後
ま
で
の
対

応
は
危
機
管
理
そ
の
も
の
で

あ
り
︑
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
対

応
す
る
体
制
が
必
要
︒

・
災
害
発
生
時
に
は
︑
経
営

ト
ッ
プ
は
い
ち
早
く
災
害
対

策
本
部
に
参
集
し
て
︑
自
ら

対
策
を
指
示
︒

⑵
経
営
判
断

・
事
前
の
備
え
や
事
業
継
続

の
た
め
︑
経
営
資
源
（
予
算

と
要
員
等
）
の
配
分
︑
優
先

的
に
再
開
す
る
事
業
の
事
前

害
の
拡
大
防
止
を
図
る
こ
と
︒

②�

事
業
継
続
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
:

Business�Continuity�
Plan

）

　

業
務
活
動
の
維
持
や
早
期

回
復
を
図
る
こ
と
︒

　

ま
た
︑
事
業
継
続
の
必
要

性
と
留
意
点
は
︑
次
の
通
り

で
あ
る
︒

・
事
業
継
続
の
必
要
性

　

運
輸
事
業
の
場
合
は
︑
国

民
生
活
と
国
民
経
済
を
支
え

る
重
要
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
︑

人
々
が
今
ま
で
通
り
の
生
活

を
営
む
た
め
︑
発
災
時
に
お

い
て
も
︑
必
要
な
物
資
の
輸

送
・
緊
急
支
援
物
資
輸
送
の

機
能
を
維
持
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
︒

・
留
意
点

　

輸
送
の
安
全
確
保
が
最
優

先
事
項
︒
そ
の
上
で
運
輸
事

業
者
に
は
︑
自
然
災
害
発
生

時
に
お
い
て
︑
安
全
確
保
と

被
害
軽
減
を
図
る
こ
と
に
よ

り
︑
必
要
な
輸
送
の
継
続
を

図
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
︒

が
必
要
︒

・
場
合
に
よ
っ
て
は
事
業
を

一
旦
中
止
す
る
経
営
判
断
が

必
要
と
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

こ
と
か
ら
︑
経
営
ト
ッ
プ
の

対
応
が
必
要
︒

⑶
事
業
者
全
体
で
の
対
応

・﹁
防
災
﹂
も
﹁
安
全
﹂
と

同
様
に
︑
平
時
か
ら
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
部
門
が
経
営
課
題
と

し
て
認
識
し
て
︑
事
業
者
全

体
が
対
応
策
を
考
え
︑
実
践

す
る
こ
と
が
重
要
︒

②�
安
全
方
針
と
防
災
の
基
本

方
針

⑴
安
全
方
針

・﹁
運
輸
事
業
者
に
お
け
る

安
全
管
理
の
進
め
方
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
平
成
29

年
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）﹂
は
︑

運
輸
事
業
者
に
輸
送
の
安
全

確
保
に
関
す
る
基
本
理
念
と

し
て
︑﹁
安
全
方
針
﹂
を
策

定
す
る
こ
と
を
推
奨
︒

⑵
安
全
方
針
へ
の
自
然
災
害

対
応
の
追
加

・
例
え
ば
︑
安
全
方
針
に
自

然
災
害
対
応
を
組
み
込
む
こ

と
に
よ
り
︑
全
社
的
な
取
り

組
み
が
実
現
︒
防
災
に
関
す

る
基
本
方
針
を
別
途
定
め
て

策
定
等
も
求
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
︑
経
営
上
重
要
な
判
断

表４　被災直後に経営トップが
指示を出せない事態を防ぐために

　被災によって交通および通信が断絶するおそれがあり、経営トップが全社に
指示を発出する体制をとることができないリスクが存在する。こうしたリスク
を防ぐためには、以下のような対策が必要となる。

　①経営トップが万一参集できない場合、代理をあらかじめ指定
　②社外からも参画できるよう、ICT（情報通信技術）を活用
　③台風襲来等の場合は、あらかじめ至近のホテル等に宿泊
　④通信手段を代替的なものを含め複数用意　　� ……など

表３　事前に備えておくべきもの
①計画的装備
　リスク評価による最大被害をもとに、必要な事前準備のレベルと内容を検
討。
　防災品、燃料、食料の備蓄、避難施設の準備、宿泊場所の確保、非常電源の配
備等を計画的に実施。

②緊急連絡網
　緊急連絡網の携帯電話等の電話番号リストは、常時最新のものを入力。複
数の通信・連絡手段の確保。

③防災マニュアル
　マニュアル整備は、社員・職員の役割確認、防災意識向上の意味で有意義。
「詳細化」ではなく、行動規範のような内容の方が実用的。

④事業継続計画
　防災を、経営に必要な事業活動として一体化して考える。事業者全体で自
ら策定する過程を大切に。

⑤タイムライン
　「平時の準備」「直前の準備」「直後の応急」「復旧（事業継続）」に分けて、自然
災害対応のタイムラインを設定。局面ごとのリスク評価を実施。

表２　リスク評価の一般的な手順
【ステップ１】
　ハザードマップなどの情報を活用して事業者の本社、営業所、施設等に発生する可
能性の高い自然災害の種別・程度を把握。
　★営業所、施設等の地理的位置・立地等を考慮。
　★ハザードマップは、地方自治体、国交省、気象庁などが公表。

【ステップ２】
　ステップ１の結果に基づき、自然災害の最大被害の想定と事業への影響
度を評価。

（参考）
　中央防災会議「首都直下地震の被害想定と対策について（最終報告）」
では、首都直下地震発生直後のインフラ・ライフライン等の被害と様相に
ついて、次のように示している。

・電力…発災直後は約 5割の地域で停電。1週間以上不安定な状況が続く。
・通信…固定電話・携帯電話とも、輻輳のため、９割の通話規制が１日以上継

続。メールは遅配が生じる可能性。
・上下水道…都区部で約 5割が断水。約 1割で下水道の使用ができない。
・交通…主要路線の道路啓開には少なくとも 1～ 2日を要し、その後、緊急交

通路として使用。都区部の一般道はガレキによる狭小、放置車両等の
発生で、深刻な交通麻痺が発生。

・港湾…非耐震岸壁では、多くの施設で機能が確保できなくなり、復旧には数
か月を要する。

・燃料…油槽所・製油所において備蓄はあるものの、タンクローリーの不足、
深刻な交通渋滞等により、非常用発電用の重油を含め、軽油、ガソリ
ン等の消費者への供給が困難となる。

【ステップ３】
　ステップ２の結果に基づき、事前の備えから事後の対応まで対策を検討
（内容・レベル）。
　例：１週間分の防災品、非常食・飲料水、予備燃料（軽油）等を確保

……など

表１　運輸防災マネジメント体制のポイント（抜粋）
　① 経営トップの責務
　② 安全方針と防災の基本方針
　③ リスク評価
　④ 楽観主義の排除〔思い込み（バイアス）の排除〕
　⑤ 事前の「備え」
　⑥ 代替性の確保
　⑦ 初動対応
　⑧ 自然災害の態様に応じた対応
　⑨ 関係者との連携
　⑩ 教育と訓練
　⑪ 見直し・改善（他事例の学び）

※�なお、鉄道事業者や旅客自動車運送事業者等を対象とするポイントとして、「利用者への
情報発信」という項目が別途設けられている。

1
運
輸
防
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
の
目
的

事
業
者
に
期
待
さ
れ
る
「
被
害
軽
減
」

「
事
業
継
続
」
へ
の
取
り
組
み
強
化

2
運
輸
防
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
の
対
象
事
業
者

地
域
物
流
を
担
う
中
小
運
送
事
業
者
も

指
針
の
対
象
に

3
運
輸
防
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
ポ
イ
ン
ト
①

事
故
対
応
と
同
様
に
重
要
な

「
経
営
ト
ッ
プ
の
責
務
」

自然災害への対応力を高めて自然災害への対応力を高めて
事業継続を図りましょう事業継続を図りましょう

国
交
省 事業者における体制づくりのポイント①事業者における体制づくりのポイント①
「運輸防災マネジメント指針」
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ソーシャルディスタンスを考えたお神輿にした結果
今年のお神輿は神社から出られないことに……!?

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜路線バスの保護編〜
 【解 答】２面に問題

❶ ○（法第31条の2）停留所において乗客の
乗降のため停車していた乗合自動車が発進す
るため進路を変更しようとして手又は方向指
示器により合図をした場合においては、その
後方にある車両は、その速度又は方向を急に
変更しなければならないこととなる場合を除
き、当該合図をした乗合自動車の進路の変更
を妨げてはならない。
❷ ○（法第20条の2第1項）路線バスの優先
通行帯であることが道路標識等により表示さ
れている車両通行帯を通行している場合にお
いて、後方から路線バス等が接近してきたとき
は、その正常な運行に支障を及ぼさないよう
に、すみやかに当該車両通行帯の外に出なけ
ればならない。

❸ ×（標識令別表第二「規制標識327の4」）
道路標識や標示によって路線バスの専用通行
帯に指定された車両通行帯は、指定された路
線バス等以外に小型特殊や原付、軽車両は通
行できる。
❹ ×（法第44条第5号）乗合自動車の停留所
の停留場を表示する標示柱または標示板が設
けられている位置から10ｍ以内の部分は駐停
車禁止となっている （運行時間中に限る）。
❺ ×（法第71条第2号の3）幼児等の乗降のた
めに停車している通学・通園バスの側方通過
時は徐行が義務づけられているが、バス停に
停車中の路線バスの側方通過時については、
徐行して安全を確認することは義務づけられ
ていない。

食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

ト
ラ
ッ
ク
に
比
べ
て
︑
バ
ス
の
方

が
自
動
運
転
へ
の
取
り
組
み
が
先

行
し
て
い
る
︒

　

10
月
５
日
と
14
日
に
は
︑
神
奈

川
県
横
浜
市
の
よ
こ
は
ま
動
物
園

正
門
と
里
山
ガ
ー
デ
ン
正
面
入
口

間
で
︑
遠
隔
監
視
・
操
作
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
自
動
運
転
の
実
証
実
験

が
行
わ
れ
る
︒
運
転
席
に
人
を
配

置
し
な
い
で
︑
大
型
バ
ス
を
営
業

運
行
（
貸
切
営
業
形
態
で
運
行
）

す
る
実
証
実
験
は
日
本
で
初
め
て

の
試
み
で
あ
る
︒

　

だ
が
︑﹁
路
線
バ
ス
は
バ
ス
レ
ー

ン
な
ど
道
路
の
左
側
を
走
行
し
︑

信
号
通
り
に
走
れ
ば
良
い
︒
停
留

所
も
決
ま
っ
て
い
て
パ
タ
ー
ン
化

で
き
る
し
︑
停
車
位
置
が
少
し
ず

れ
て
も
人
が
自
分
で
乗
降
し
て
く

れ
る
︒
ま
た
基
本
的
に
は
前
進
走

行
だ
﹂︒
し
か
し
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
は

走
行
中
の
車
線
変
更
な
ど
も
複
雑

で
︑
積
込
や
納
品
場
所

で
は
他
の
車
両
が
停
ま

っ
て
い
る
間
に
バ
ッ
ク
で

入
る
こ
と
も
あ
る
︒
ま

た
︑
場
内
に
は
障
害
物

も
あ
り
︑
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
や
人
が
歩
い
て
い

た
り
︑
か
な
り
の
精
度

で
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に

着
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
﹂︒
物
流
関
係
者
に
よ
る
と
︑

こ
れ
ら
の
難
し
い
条
件
が
あ
り
︑

バ
ス
の
自
動
運
転
機
能
を
ト
ラ

ッ
ク
に
付
け
れ
ば
良
い
と
い
う

こ
と
に
は
な
ら
な
い
︒

　

こ
の
よ
う
な
な
か
で
︑
横
浜

市
で
バ
ス
の
自
動
運
転
の
実
証

実
験
を
行
う
群

馬
大
学
や
日
本

モ
ビ
リ
テ
ィ
な

ど
と
協
力
し
て

ト
ラ
ッ
ク
の
自

動
運
転
の
実
証

実
験
に
取
り
組

む
事
業
者
が
い

る
︒
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
名
は
﹁
工
場

内
の
省
人
・
効

率
化
を
実
現
！

　

大
型
ト
ラ
ッ

ク
の
自
動
運
転

に
よ
る
﹃
最
短

自
動
搬
送
﹄
サ

ー
ビ
ス
の
構
築
﹂

で
︑
経
済
産
業

省
の
今
年
度
の
﹁
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
競
争
力
強
化
連
携
支
援
事

業
﹂
に
採
択
さ
れ
た
︒

　

現
在
は
ト
ラ
ッ
ク
用
の
自
動

運
転
機
能
の
仕
様
を
検
討
中

で
︑
11
月
中
旬
ま
で
に
仕
様
書

を
作
成
︒
そ
の
後
︑
自
動
運
転

ト
ラ
ッ
ク
（
４
㌧
車
２
台
）
の
製

造
に
着
手
す
る
︒
そ
れ
に
先
行
し

て
令
和
３
年
１
月
か
２
月
か
ら
は
︑

本
社
倉
庫
の
敷
地
内
で
︑
バ
ス
の

自
動
運
転
装
置
レ
ベ
ル
が
ど
こ
ま

で
物
流
現
場
に
通
用
す
る
か
の
実

験
も
す
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
仕
様
の
自
動
運
転
車

両
が
で
き
れ
ば
︑
最
初
は
事
業
者

の
本
社
倉
庫
敷
地
内
で
実
証
実
験

を
行
う
︒
こ
れ
ら
の
実
験
を
経
て
︑

同
社
敷
地
内
に
お
け
る
実
用
化

は
︑
２
年
後
の
令
和
４
年
２
月
を

予
定
し
て
い
る
︒

　

こ
の
事
業
者
は
︑
約
３
年
前
か

ら
無
人
エ
リ
ア
に
お
け
る
自
動
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
導
入
に
取
り
組

み
︑今
年
２
月
か
ら
実
用
化
し
た
︒

自
動
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
と
移
動
ラ

ッ
ク
に
よ
る
出
入
庫
最
適
動
線
抽

出
機
能
は
現
在
︑
特
許
出
願
中

だ
︒
自
動
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
精

度
は
１
㌢
㍍
誤
差
の
範
囲
内
と
い

う
︒
精
度
が
高
す
ぎ
て
逆
に
実
用

的
で
な
い
よ
う
な
場
合
も
あ
り
︑

今
後
は
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
に
よ

っ
て
よ
り
応
用
性
を
高
め
て
い
く
︒

　

そ
し
て
﹁
将
来
的
に
は
フ
ォ
ー

ク
に
よ
る
荷
役
作
業
と
自
動
運
転

ト
ラ
ッ
ク
を
一
体
化
す
る
こ
と
を

視
野
に
お
い
て
い
る
﹂︒
物
流
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
挑
戦
で
あ
る
︒

第
263
回

トラックの自動運転への挑戦

184「
知
ら
れ
ざ
る
鯖
街
道
①
」 

九
州・日
田
街
道
の
鯖さ

ば

ず
し

　

今
年
の
秋
祭
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
せ
い

で
神
輿
中
止
も
あ
り
︑﹁
ご

馳
走
だ
け
が
楽
し
み
﹂
と
い

う
声
を
聞
く
︒
一
番
人
気
は

﹁
鯖
ず
し
﹂︒
こ
の
時
季
︑

鯖
は
脂
が
の
り
︑
新
米
は
ぴ

か
ぴ
か
︒鯖
ず
し
の
旬
な
の
だ
︒

　
﹁
生
き
腐
れ
﹂
と
い
う
よ

う
に
︑
鯖
は
傷
み
や
す
い
︒

鮮
度
が
落
ち
る
と
成
分
の
ヒ

ス
チ
ジ
ン
が
ア
レ
ル
ギ
ー
源

に
な
る
た
め
︒
一
方
で
旨
味

の
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
︑
イ
ノ
シ

ン
酸
等
に
富
む
か
ら
︑
新
鮮

な
う
ち
に
塩
を
し
て
熟
れ
さ

せ
れ
ば
持
ち
味
を
発
揮
す
る
︒

　

こ
れ
を
活
用
し
た
の
が
山

国
の
人
々
︒
好
例
が
若
狭
と

京
都
間
の
若
狭
街
道
こ
と
鯖

街
道
で
︑
塩
鯖
が
食
べ
頃
に

な
る
の
に
最
適
な
距
離
だ
っ

の
一
例
が
鯖
︒
昭
和
中
期
ま

で
︑
秋
祭
に
は
玄
界
灘
の
鯖

ず
し
が
付
き
物
だ
っ
た
︒

　

そ
ん
な
子
ど
も
時
代
の
味

が
懐
か
し
く
て
︑
定
年
退
職

後
鯖
ず
し
を
商
売
に
し
て
し

ま
っ
た
の
は
︑
日
田
市
郊
外

大
山
町
の
森
克
男
さ
ん
︒
79

歳
の
今
も
︑
鯖
が
旨
く
な
る

９
月
末
か
ら
翌
年
Ｇ

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
Ｗ
ま

で
︑
奥
さ
ん
と
一
緒
に
朝
４

即
︑
す
し
を
仕
込
む
︒
塩
締

め
し
︑
特
産
の
カ
ボ
ス
を
絞

り
込
ん
だ
香
り
高
い
甘
酢
で

酢
締
め
︒
自
家
製
天
日
干
し

ヒ
ト
メ
ボ
レ
の
鮨
め
し
は
︑

地
元
の
れ
ん
げ
蜂
蜜
で
ほ
ん

の
り
甘
い
︒
鯖
ず
し
は
鯖
と

飯
が
む
っ
ち
り
合
わ
さ
り
︑

九
州
ら
し
い
豊
潤
な
余
韻
︒

す
ぐ
売
り
切
れ
も
納
得
だ
︒

 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

た
︒
そ
し
て
鯖
好
き
な
日
本

人
ゆ
え
︑
鯖
街
道
は
実
は
こ

れ
以
外
に
も
あ
っ
た
の
だ
︒

　

九
州
な
ら
︑
玄
界
灘
を
臨

む
福
岡
と
大
分
県
日
田
を
結

ぶ
日
田
街
道
︒
海
山
の
距
離

は
若
狭
街
道
と
ほ
ぼ
同
じ
︒

　

日
田
は
天
領
だ
っ
た
所
で
︑

産
出
し
た
金
や
木
材
は
日
田

街
道
や
筑
後
川
で
運
ば
れ
︑

様
々
な
物
が
往
来
し
た
︒
そ

時
起
き
で
鯖
ず
し
を
仕
込
み
︑

﹃
森
の
鯖
鮨
﹄
と
い
う
名
で

農
協
直
営
販
売
所
の
木こ

の
花は

な

ガ
ル
テ
ン
に
出
荷
し
て
い
る
︒

　

鯖
は
玄
海
灘
産
だ
が
︑
昔

と
の
違
い
が
一
つ
︒
鯖
が
鮮

魚
の
ま
ま
届
く
こ
と
で
あ
る
︒

現
代
の
日
田
街
道
は
︑
高
速

道
路
な
ら
福
岡
と
大
山
間
は

た
っ
た
１
時
間
な
の
だ
︒

　

鯖
が
着
く
と
︑
森
さ
ん
は

　

表
１
は
︑
各
都
道
府
県
の

令
和
２
年
度
地
域
別
最
低
賃

金
額
お
よ
び
発
効
年
月
日
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
︒

　

最
低
賃
金
の
引
上
げ
を
行

っ
た
の
は
︑北
海
道
︑東
京
都
︑

静
岡
県
︑京
都
府
︑大
阪
府
︑

　

厚
労
省
で
は
︑
中
小
企
業

・
小
規
模
事
業
者
に
対
し

て
︑
最
低
賃
金
引
上
げ
に
向

け
た
生
産
性
向
上
等
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
︒

①
業
務
改
善
助
成
金（
表
２
）

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
業
務
の
改
善
を
国
が
支

援
し
︑
従
業
員
の
賃
金
引
上

げ
を
図
る
た
め
に
設
け
ら
れ

た
制
度
で
す
︒
生
産
性
向
上

の
た
め
の
設
備
投
資
な
ど
を

　

こ
の
10
月
か
ら
︑
最
低
賃
金
が
改
定

さ
れ
ま
す
︒

　

最
低
賃
金
制
度
と
は
︑
最
低
賃
金
法

に
基
づ
き
国
が
賃
金
の
最
低
額
を
定
め
︑

使
用
者
は
︑
そ
の
最
低
賃
金
額
以
上
の

賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
す
る
制
度
で
す
︒

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
最
低
賃
金
の
引

上
げ
を
目
指
す
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
に
対
し
て
︑
生
産
性
向
上
等
の
様

々
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
︒
こ
れ
ら

の
支
援
を
活
用
し
て
生
産
性
を
向
上
さ

せ
︑
最
低
賃
金
の
引
上
げ
を
図
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
︒

あ
り
ま
す
）︒

②�

働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ

ン
タ
ー

　

厚
労
省
で
は
︑
働
き
方
改

革
に
向
け
て
︑
特
に
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
が
抱
え

る
様
々
な
課
題
に
対
応
す
る

た
め
︑
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談

窓
口
と
し
て
﹁
働
き
方
改
革

推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
﹂
を
全

国
に
開
設
し
て
い
ま
す
︒

　

各
セ
ン
タ
ー
に
配
置
さ
れ

た
社
会
保
険
労
務
士
な
ど
の

専
門
家
が
︑
無
料
で
事
業
主

か
ら
の
労
務
管
理
上
の
悩
み

を
聞
き
︑
就
業
規
則
の
作
成

方
法
︑
賃
金
規
定
の
見
直
し

や
労
働
関
係
助
成
金
の
活
用

な
ど
を
含
め
た
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
ま
す
︒

広
島
県
︑
山
口
県
を
除
く
40

県
で
︑
そ
の
う
ち
引
上
げ
額

１
円
は
17
県
︑２
円
は
14
県
︑

３
円
は
９
県
と
な
っ
て
い
ま

す
︒

　

改
定
後
の
全
国
加
重
平
均

額
は
︑
昨
年
度
よ
り
１
円
増

の
９
０
２
円
と
な
り
ま
し
た
︒

　

な
お
︑
高
知
県
で
は
︑
一

般
貨
物
自
動
車
運
送
業
に
対

し
て
特
定
最
低
賃
金
（
９
１

０
円
）が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒

行
い
︑
事
業
場
内
で
最
も
低

い
賃
金
（
事
業
場
内
最
低
賃

金
）
を
一
定
額
以
上
引
き
上

げ
た
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
に
対
し
て
︑
そ
の
設
備

投
資
な
ど
に
係
っ
た
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
︒

　

な
お
︑
今
年
度
の
申
請
期

限
は
︑
令
和
３
年
１
月
29
日

㈮
と
な
っ
て
い
ま
す
（
予
算

超
過
の
場
合
︑
申
請
期
間
内

に
募
集
を
終
了
す
る
こ
と
が

　

な
お
︑
最
低
賃
金
に
関
す

る
様
々
な
支
援
策
の
詳
細
に

つ
い
て
は
︑
厚
労
省
の
最
低

賃
金
制
度
特
設
サ
イ
ト
（
写

真
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

2
最
低
賃
金
引
上
げ
に
向
け
た
支
援
策

設
備
投
資
費
用
の一部
を
補
助
す
る

「
業
務
改
善
助
成
金
」
等
の
活
用
を

1
令
和
２
年
度
地
域
別
最
低
賃
金
改
定
状
況

全
国
加
重
平
均
額
は

昨
年
度
比
１
円
増
の
９
０
２
円
に

表２　業務改善助成金の概要
■事業場内最低賃金を一定額以上引上げ、設備投資（機械設備、コンサルティング導入や人材育成・教育訓練）
などを行った場合に、その費用の一部を助成。

コース区分 引上げ額 引き上げる
労働者数 助成上限額 助成対象事業場 助成率

25円コース 25円以上

1人 25万円

以下の2つの要件を満
たす事業場

・事業場内最低賃金と
地域別最低賃金の差
額が 30円以内

・事業場規模 100人以
下

【事業場内最低賃金850円未満】
５分の４（※２）
生産性要件を満たした場合は
１０分の９（※１）

2～3人 40万円

4～6人 60万円

7人以上 80万円

30円コース 30円以上

1人 30万円

【事業場内最低賃金850円未満】
５分の４（※２）
生産性要件を満たした場合は
１０分の９（※１）

【事業場内最低賃金850円以上】
４分の３
生産性要件を満たした場合は
５分の４（※１）

2～3人 50万円

4～6人 70万円

7人以上 100万円

60円コース 60円以上

1人 60万円

2～3人 90万円

4～6人 150万円

7人以上 230万円

90円コース 90円以上

1人 90万円

2～3人 150万円

4～6人 270万円

7人以上 450万円

※１ �ここでいう「生産性」とは、企業の決算書類から算出した、労働者1人当たりの付加価値を指します。助成金の支給申
請時の直近の決算書類に基づく生産性と、その3年度前の決算書類に基づく生産性を比較し、伸び率が一定水準を超え
ている場合等に、加算して支給されます。

※２ �対象は、地域別最低賃金850円未満の地域のうち、事業場内最低賃金が 850円未満の事業場です（令和2年 4月13
日現在）。青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島、茨城、群馬、新潟、富山、石川、福井、山梨、長野、奈良、和歌山、
鳥取、島根、岡山、山口、徳島、香川、愛媛、高知、福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄の32県。

表１　令和２年度地域別最低賃金額

都道府県名 最低賃金時間額
（円） 発効年月日

北海道※ 861 令和元年10月3日

青　森 793 2年10月3日

岩　手 793 2年10月3日

宮　城 825 2年10月1日

秋　田 792 2年10月1日

山　形 793 2年10月3日

福　島 800 2年10月2日

茨　城 851 2年10月1日

栃　木 854 2年10月1日

群　馬 837 2年10月3日

埼　玉 928 2年10月1日

千　葉 925 2年10月1日

東　京※ 1,013 元年10月1日

神奈川 1,012 2年10月1日

新　潟 831 2年10月1日

富　山 849 2年10月1日

石　川 833 2年10月7日

福　井 830 2年10月2日

山　梨 838 2年10月9日

長　野 849 2年10月1日

岐　阜 852 2年10月1日

静　岡※ 885 元年10月4日

愛　知 927 2年10月1日

三　重 874 2年10月1日

滋　賀 868 2年10月1日

京　都※ 909 元年10月1日

大　阪※ 964 元年10月1日

兵　庫 900 2年10月1日

奈　良 838 2年10月1日

和歌山 831 2年10月1日

鳥　取 792 2年10月2日

島　根 792 2年10月1日

岡　山 834 2年10月3日

広　島※ 871 元年10月1日

山　口※ 829 元年10月5日

徳　島 796 2年10月4日

香　川 820 2年10月1日

愛　媛 793 2年10月3日

高　知 792 2年10月3日

福　岡 842 2年10月1日

佐　賀 792 2年10月2日

長　崎 793 2年10月3日

熊　本 793 2年10月1日

大　分 792 2年10月1日

宮　崎 793 2年10月3日

鹿児島 793 2年10月3日

沖　縄 792 2年10月3日

全国加重平均額 902 ―
※今年度引上げが行われない都道府県

今月より最低賃金改定 最低賃金額の確認を！今月より最低賃金改定 最低賃金額の確認を！
生産性向上を通じて最低賃金の引上げを図りましょう生産性向上を通じて最低賃金の引上げを図りましょう厚

労
省
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▼
草
む
ら

で
は
虫
達

が
軽
や
か

な
メ
ロ
デ

ィ
を
奏
で
る
︑
め
っ
き
り
秋
の
気

配
を
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
し

た
︒
小
さ
な
虫
達
が
︑
短
い
一
生

の
中
で
声
を
振
り
絞
り
︑
懸
命
に

鳴
き
続
け
て
い
ま
す
︒
ス
ズ
ム
シ

は
﹁
リ
ー
ン
リ
ー
ン
﹂
と
リ
ズ
ム

感
よ
く
︑
コ
オ
ロ
ギ
は
﹁
コ
ロ
コ
ロ

コ
ロ
﹂
と
い
ぶ
し
銀
の
如
く
︑
マ

ツ
ム
シ
は
﹁
チ
ン
チ
ロ
リ
ン
﹂
と

独
特
な
響
き
を
奏
で
︑
そ
の
音
色

は
人
々
の
琴
線
に
触
れ
ま
す
︒
人

間
が
心
地
よ
く
感
じ
る
周
波
数
と

虫
の
音
の
周
波
数
と
が
合
致
し
︑

秋
の
夜
長
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

す
︒
▼
日
本
人
が
特
に
虫
の
羽
音

に
惹
か
れ
哀
愁
を
感
じ
る
の
は
︑

こ
の
虫
の
音
を
︑﹁
左
脳
で
言
語
﹂

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
が
原

因
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒
そ
う
言

え
ば
︑
草
む
ら
で
鳴
き
続
け
る
虫

達
の
鳴
き
声
に
じ
っ
と
耳
を
澄
ま

せ
る
と
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
虫
達
の
主

張
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
︒

▼
埼
玉
県
熊
谷
市
の
自
宅
近
く
に

あ
る
﹁
源
宗
寺
﹂
に
は
︑
身
の
丈

約
３
・
５
㍍
の
木
彫
大
仏
坐
像
２

体
（
薬
師
如
来
坐
像
︑
観
世
音
菩

薩
坐
像
）
が
安
置
さ
れ
︑
古
く
か

ら
﹁
平
戸
の
大
仏
﹂（
ひ
ら
と
の
お

お
ぼ
と
け
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
︒

江
戸
時
代
の
作
で
︑
２
体
の
胎
内

か
ら
神
経
痛
や
視
神
経
の
秘
伝
書

が
見
つ
か
り
︑﹁
平
戸
の
妙
薬
﹂
と

し
て
売
り
出
さ
れ
︑
近
隣
の
村
々

か
ら
厚
い
信
仰
を
受
け
た
と
言
い

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
︒
▼
こ
の
源

宗
寺
の
境
内
は
︑
辺
り
一
帯
が
鬱

蒼
と
し
た
草
む
ら
に
覆
わ
れ
︑
今

の
時
期
に
訪
れ
る
と
︑
普
段
は
聞

い
た
こ
と
の
な
い
虫
の
鳴
き
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
︒
カ
ネ
タ
タ
キ

は
﹁
チ
ン
チ
ン
﹂︑ウ
マ
オ
イ
は
﹁
ス

ィ
ー
ッ
チ
ョ
ン
﹂︑
ク
ツ
ワ
ム
シ
は

﹁
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
﹂
と
︑
他
の
虫

達
と
音
律
を
合
わ
せ
た
そ
の
調
べ

に
︑
ま
る
で
一
流
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
演
奏
を
聞
い
て
い
る
よ
う
な

錯
覚
に
陥
り
ま
す
︒
▼
自
分
が
誰

で
︑
何
の
目
的
で
こ
の
世
に
生
を

受
け
た
の
か
︒
虫
達
は
︑
到
底
そ

ん
な
こ
と
を
知
る
由
も
な
く
︑
た

だ
使
命
を
全
う
し
て
鳴
き
続
け
る

だ
け
で
す
︒
短
い
時
期
を
︑
悔
い

の
な
い
よ
う
鳴
き
続
け
る
虫
達
に

感
謝
を
込
め
て
︑﹁
虫
さ
ん
︑
虫
さ

ん
︑
あ
な
た
は
キ
リ
ギ
リ
ス
で
す

よ
！
今
日
も
素
晴
ら
し
い
歌
声
を

あ
り
が
と
う
﹂
と
語
り
か
け
て
も

無
視
さ
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う

ね
︒
▼
神
々
し
い
大
仏
を
拝
顔
し
︑

虫
達
の
健
気
な
鳴
き
声
を
聞
く
に

及
び
︑﹁
事
な
か
れ
主
義
﹂
が
跋
扈

す
る
中
で
︑
正
直
に
自
分
が
何
を

成
す
べ
き
か
︑
虫
達
に
教
え
ら
れ

た
よ
う
な
気
が
し
た
秋
の
夜
長
の

出
来
事
で
し
た
！ 

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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山
口
県
の
地
域
や
経
済
の

特
徴
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
︒

　

本
州
最
西
端
の
山
口
県

は
︑
日
本
海
︑
瀬
戸
内
海
︑

響
灘
と
三
方
を
海
に
囲
ま

れ
︑西
側
は
九
州
・
福
岡
県
︑

東
側
は
広
島
県
と
島
根
県
に

隣
接
す
る
と
い
う
位
置
関
係

に
あ
り
ま
す
︒

　

地
域
の
特
徴
と
し
て
︑﹁
中

小
都
市
分
散
構
造
﹂
と
い
え

る
と
思
い
ま
す
︒
県
内
に
13

の
市
と
６
つ
の
町
が
あ
り
︑

県
庁
は
県
の
ほ
ぼ
中
央
の
山

口
市
に
あ
り
ま
す
が
︑
人
口

が
一
番
多
い
の
は
下
関
市
で

あ
り
︑
そ
の
経
済
圏
は
︑
九

州
・
福
岡
県
に
近
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
︒
岩
国
市
︑
周

南
市
な
ど
の
県
東
部
は
広
島

県
経
済
圏
に
も
近
く
︑
産
業

は
瀬
戸
内
海
側
の
工
業
地
帯

に
石
油
化
学
工
業
が
展
開

し
︑
ま
た
︑
防
府
市
は
大
手

自
動
車
工
場
と
そ
れ
に
付
随

す
る
裾
野
の
広
い
自
動
車
産

業
が
盛
ん
で
す
︒
そ
し
て
︑

県
西
部
の
宇
部
市
な
ど
の
地

域
も
石
油
化
学
︑
セ
メ
ン
ト

産
業
を
中
心
に
発
展
し
て
い

ま
す
︒
な
お
︑
日
本
海
側
は

萩
市
︑
長
門
市
な
ど
で
︑
農

・
漁
業
と
と
も
に
観
光
業
な

ど
が
中
心
で
す
︒

　

観
光
で
は
︑
日
本
最
大
級

の
カ
ル
ス
ト
台
地﹁
秋
吉
台
﹂

と
地
下
に
広
が
る
鍾
乳
洞

﹁
秋
芳
洞
﹂︑
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ

等
で
も
有
名
な﹁
角
島
大
橋
﹂

な
ど
の
景
勝
地
︑
幕
末
期
に

吉
田
松
陰
が
主
宰
し
た
﹁
松

下
村
塾
﹂︑
日
本
最
古
の
天

満
宮
で
日
本
三
天
神
の
ひ
と

つ
に
数
え
ら
れ
る
﹁
防
府
天

満
宮
﹂︑
錦
川
に
架
か
る
五

連
の
名
橋
﹁
錦
帯
橋
﹂
等
︑

歴
史
と
文
化
遺
産
に
も
恵
ま

れ
観
光
資
源
も
豊
富
で
す
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
そ
れ
ぞ
れ

に
特
色
の
あ
る
産
業
が
発
展

し
て
お
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
荷
主
企
業
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
︒

山
口
県
内
の
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
を
巡
る
動
向
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
︒

　

全
国
共
通
の
課
題
だ
と
は

思
い
ま
す
が
︑
先
に
述
べ
ま

し
た
通
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
業
種
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業

構
造
の
中
で
運
送
業
務
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
る
の
で
︑

そ
の
時
々
の
荷
主
の
業
績
等

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
否
め

ま
せ
ん
︒
現
在
は
︑
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染

拡
大
防
止
対
策
の
環
境
下

で
︑
皆
さ
ん
大
変
ご
苦
労
な

さ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
︒

　

全
国
的
に
経
済
活
動
が
停

滞
す
る
中
︑
山
口
県
で
特
に

問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
︑

若
年
労
働
力
が
県
外
に
流
出

し
︑
全
年
齢
層
で
の
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
深
刻

化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
︒
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響

に
加
え
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
と
い
う
職
業
が
︑
か

つ
て
の
よ
う
に
魅
力
あ
る
職

業
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
と
い

う
理
由
も
あ
る
よ
う
で
す
︒

特
に
他
産
業
と
比
較
し
て

﹁
長
時
間
﹂か
つ﹁
低
賃
金
﹂

と
い
わ
れ
る
労
働
条
件
に
加

え
て
︑﹁
働
き
方
改
革
﹂
に

係
る
規
制
強
化
の
中
で
︑
働

き
方
が
よ
り
難
し
く
な
っ
て

い
る
こ
と
と
︑
少
子
・
高
齢

化
が
加
速
す
る
中
︑
今
後
の

労
働
力
確
保
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
︒

　

山
口
県
は
︑他
県
よ
り
﹁
道

路
整
備
が
進
ん
で
い
る
﹂
と

い
わ
れ
︑
働
き
方
改
革
を
推

進
す
る
上
で
︑
労
働
時
間
短

縮
に
資
す
る
運
転
時
間
縮
減

に
有
利
と
思
わ
れ
て
い
ま
す

が
︑
実
感
と
し
て
は
︑
特
に

中
小
都
市
分
散
構
造
を
背
景

に
県
内
の
都
市
間
配
送
の
効

率
が
悪
く
︑
ま
た
裾
野
の
広

い
自
動
車
産
業
な
ど
で
の
物

流
は
︑
タ
イ
ム
リ
ー
さ
や
少

量
・
多
頻
度
配
送
が
求
め
ら

れ
る
中
で
︑
渋
滞
に
よ
る
ロ

ス
も
排
除
で
き
ま
せ
ん
︒
輸

送
効
率
化
を
図
り
︑
労
働
時

間
短
縮
を
促
進
す
る
た
め
に

も
︑
道
路
整
備
︑
特
に
ミ
ッ

シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
を
図

り
︑﹁
産
業
イ
ン
フ
ラ
﹂
と
し

て
の
道
路
整
備
が
進
む
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
︒
さ
ら

に
︑
高
速
道
路
通
行
料
金
割

引
の
拡
大
︑
重
量
の
制
限
緩

和
な
ど
︑
高
速
道
路
の
利
用

拡
大
も
こ
う
し
た
課
題
解
決

に
直
結
す
る
と
思
い
ま
す
の

で
︑
一
層
使
い
や
す
い
高
速

道
路
の
整
備
と
運
用
が
求
め

ら
れ
ま
す
︒

安
全
・
環
境
等
に
対
し

て
︑
山
口
県
ト
協
と
し
て

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

な
さ
っ
て
い
ま
す
か
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
経
営

に
は
︑
特
に
﹁
安
全
﹂︑﹁
社

会
と
の
共
生
﹂︑﹁
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
徹
底
﹂
が
求
め

ら
れ
る
と
考
え
て
お
り
︑
そ

の
意
味
で
は
︑
会
員
事
業
者

の
皆
様
に
は
徹
底
し
て
い
た

だ
き
︑
ま
た
︑
自
社
で
補
い

き
れ
な
い
と
こ
ろ
に
は
︑
ト

ラ
ッ
ク
協
会
が
用
意
す
る
各

種
助
成
金
制
度
を
積
極
的
に

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
︒
山
口
県
ト

協
で
も
︑
安
全
面
で
は
︑
安

全
装
置
等
導
入
促
進
︑
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
導
入
︑
運

転
者
適
性
診
断
へ
の
助
成
な

ど
︑
ま
た
︑
環
境
面
で
は
︑

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
支

援
機
器
導
入
︑
低
公
害
車
導

入
︑
ポ
ス
ト
新
長
期
等
規
制

適
合
車
導
入
に
つ
い
て
の
助

成
を
︑
そ
し
て
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
育
成
や
健
康
管
理
の
た

め
に
は
︑
中
型
・
大
型
免
許

取
得
︑
中
小
企
業
大
学
校
受

講
料
︑
運
行
管
理
者
等
一
般

講
習
費
助
成
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
︒
一
方
︑
企
業
向
け

に
は
︑
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
等
各
種
セ
ミ
ナ
ー
受
講

料
へ
の
全
額
助
成
や
︑
信
用

保
証
料
助
成
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
︒
他
県
に
な
い
独

自
制
度
は
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
が
実
施
す
る
助
成
制
度

に
つ
い
て
︑
県
独
自
の
助
成

額
を
上
乗
せ
す
る
な
ど
︑
県

の
特
徴
に
合
わ
せ
て
メ
リ
ハ

リ
を
つ
け
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　

各
種
助
成
金
制
度
を
し
っ

か
り
活
用
し
て
い
く
こ
と
が

会
員
事
業
者
の
支
援
と
な
っ

て
い
き
ま
す
が
︑
そ
の
制
度

や
事
業
が
十
分
に
周
知
さ
れ

て
い
る
か
も
課
題
だ
と
思
い

ま
す
︒
せ
っ
か
く
用
意
さ
れ

た
制
度
や
事
業
も
︑
会
員
事

業
者
が
知
ら
な
け
れ
ば
何
も

始
ま
り
ま
せ
ん
︒
広
報
も
大

切
で
す
が
︑
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

と
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
双
方
向

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活

発
に
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

思
い
ま
す
︒
前
会
長
で
あ
る

河
崎
静
生
氏
は
︑
非
常
に
熱

心
に
各
支
部
の
理
事
会
な
ど

の
会
合
に
足
を
運
ん
で
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
︒
河
崎
前

会
長
の
方
針
を
踏
襲
し
︑
副

会
長
︑事
務
局
を
活
用
し
て
︑

会
員
が
求
め
て
い
る
こ
と
を

確
実
に
吸
い
上
げ
︑
ま
た
決

定
事
項
な
ど
周
知
す
べ
き
事

項
の
周
知
徹
底
を
実
践
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

　

最
近
は
コ
ロ
ナ
禍
で
リ
モ

ー
ト
会
議
等
も
多
い
で
す

が
︑
そ
こ
は
︑﹁
想
定
さ
れ

た
未
来
が
コ
ロ
ナ
の
お
か
げ

で
早
く
や
っ
て
き
た
﹂
と
前

向
き
に
捉
え
て
︑
取
り
入
れ

る
べ
き
方
式
は
歓
迎
し
︑
新

し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
を
よ
り

効
率
的
に
活
用
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
︒
そ
れ
で
も
や
は

り
﹁
フ
ェ
イ
ス
ト
ゥ
ー
フ
ェ
イ

ス
﹂
と
い
う
こ
と
も
大
事
で

あ
ろ
う
と
感
じ
て
い
ま
す
の

で
︑
こ
の
点
は
双
方
の
利
点

を
活
か
し
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

山
口
県
ト
協
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
︑
日
ご
ろ
か
ら
お

考
え
に
な
っ
て
い
る
ポ
リ

シ
ー
や
今
後
の
抱
負
な
ど

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
言
う
ま

で
も
な
く
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
事
業
者
団
体
で
あ

り
︑
本
来
の
目
的
は
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
の
経
営
が
健

全
に
発
展
・
継
続
し
て
い
く

こ
と
を
支
援
し
て
い
く
こ
と

に
あ
る
と
思
い
ま
す
︒
各
種

要
望
な
ど
会
員
の
意
見
を
吸

い
上
げ
︑
ま
た
︑
困
り
事
な

ど
の
相
談
に
乗
れ
る
組
織
で

あ
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
︒
さ
ら
に
︑
全
ト
協
や
行

政
の
決
定
内
容
・
事
項
を
迅

速
に
︑
そ
し
て
あ
ま
ね
く
周

知
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
︒

こ
う
し
た
双
方
向
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
︑
頻
繁
か

つ
円
滑
に
行
わ
れ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
︒

　

こ
の
た
め
に
山
口
県
ト
協

で
は
︑
理
事
会
の
一
層
の
活

性
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
︒
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て

直
接
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
難
し
い
時
代
に
な
っ
て

き
ま
し
た
が
︑
可
能
な
限
り

会
議
の
機
会
を
も
ち
︑
意
見

を
ど
ん
ど
ん
交
わ
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
︒
現
在
で

も
会
長
︑
副
会
長
︑
事
務
局

ト
ッ
プ
の
三
役
会
を
定
期
的

に
開
催
し
て
い
ま
す
が
︑
そ

れ
に
加
え
て
﹁
出
席
し
た
甲

斐
が
あ
っ
た
﹂︑﹁
有
益
な
情

報
が
得
ら
れ
た
﹂︑ま
た
︑﹁
し

っ
か
り
と
意
見
が
言
え
た
﹂︑

そ
し
て
︑﹁
そ
れ
に
反
応
が
あ

っ
た
﹂
と
い
う
こ
と
を
理
事

会
に
出
席
し
て
感
じ
て
も
ら

い
た
い
と
切
に
思
い
ま
す
︒

組
織
で
す
か
ら
当
然
︑
全
て

期
待
に
応
え
ら
れ
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
が
︑﹁
こ
こ
で
発
言

し
て
も
し
ょ
う
が
な
い
﹂
と

い
う
諦
め
の
雰
囲
気
は
絶
対

に
な
く
し
た
い
と
強
く
思
い

ま
す
︒
信
号
で
例
え
れ
ば
︑

物
事
に
対
し
て
﹁
赤
﹂﹁
青
﹂

﹁
黄
﹂
と
示
せ
る
よ
う
な
︑

ク
イ
ッ
ク
レ
ス
ポ
ン
ス
の
実

現
を
︑
双
方
向
性
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も
に
目
指

し
ま
す
︒

最
後
に
︑
行
政
機
関
や
全

ト
協
な
ど
へ
の
要
望
︑
ま

た
は
会
員
事
業
者
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
な
ど
ご
ざ
い
ま

す
か
︒

　

平
成
２
年
の
規
制
緩
和
以

降
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

数
が
増
え
︑
そ
の
結
果
︑
過

当
競
争
が
激
化
し
ま
し
た
︒

そ
の
後
︑
輸
送
量
減
退
︑
人

口
減
少
︑
少
子
・
高
齢
化
︑

環
境
・
労
働
時
間
規
制
強
化

な
ど
の
難
し
い
問
題
が
山
積

し
︑﹁
適
正
運
賃
収
受
﹂
が

長
い
間
成
し
遂
げ
ら
れ
な
か

っ
た
中
で
︑
最
近
の
深
刻
な

人
手
不
足
を
背
景
に
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
が
社
会
や
荷

主
か
ら
見
直
さ
れ
る
機
運
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
︒
そ
れ
を

後
押
し
す
る
よ
う
な
形
で
︑

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
適

正
取
引
の
推
進
︑
長
時
間
労

働
の
抑
制
を
図
る
た
め
国
土

交
通
省
と
厚
生
労
働
省
が

﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る

取
引
環
境
・
労
働
時
間
改
善

協
議
会
﹂
を
中
央
と
47
都
道

府
県
に
設
置
し
︑
現
在
︑
事

業
者
・
荷
主
・
学
識
経
験
者

・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
︑

様
々
な
検
討
や
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
全
ト
協
で
は
坂
本

克
己
会
長
が
先
頭
に
立
ち
︑

行
政
や
国
会
議
員
へ
要
望
活

動
を
強
力
に
展
開
し
た
成
果

と
し
て
︑
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
法
が
改
正
さ
れ
︑﹁
標

準
的
な
運
賃
﹂
が
告
示
さ
れ

ま
し
た
︒
こ
こ
ま
で
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
の
こ
と
が
理
解

さ
れ
た
こ
と
を
非
常
に
高
く

評
価
し
て
い
ま
す
︒

　

こ
れ
ら
の
事
を
し
っ
か
り

事
業
者
に
周
知
し
︑
こ
の
機

会
を
逃
さ
ず
︑
事
業
が
健
全

に
継
続
で
き
る
体
制
を
早
急

に
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
︒
特
に
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
全
体
で
生
産
性
を

上
げ
︑
効
率
的
な
企
業
経
営

に
切
り
替
え
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
︑
標
準
的
な
運
賃
の

告
示
や
適
正
運
賃
収
受
だ
け

で
は
解
決
し
な
い
と
感
じ
ま

す
︒
こ
の
た
め
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
の
積
極

的
な
活
用
な
ど
︑
あ
ら
ゆ
る

手
立
て
を
と
る
ほ
か
︑
一
事

業
者
で
は
で
き
な
い
も
の
で

は
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
組
む
な

ど
様
々
な
手
段
が
必
要
で
す
︒

　

荷
主
企
業
の
理
解
・
協
力

を
得
る
こ
と
は
︑
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
荷

主
に
お
願
い
し
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
︒
多
層
構
造
ゆ
え
に

難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
︑
今
こ
そ
業

界
を
挙
げ
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

　

行
政
機
関
に
対
し
て
は
︑

縦
割
り
行
政
の
問
題
を
解
決

し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
︒
例
え
ば
︑
女
性
の
社
会

進
出
に
関
し
て
で
す
︒
現
在

の
人
手
不
足
の
解
消
に
は
女

性
の
就
労
拡
大
が
欠
か
せ
な

い
と
思
い
ま
す
が
︑
現
実
に

は
︑﹁
１
０
３
万
円
の
配
偶
者

控
除
の
壁
﹂﹁
１
３
０
万
円
の

社
会
保
険
の
壁
﹂
な
ど
が
女

性
パ
ー
ト
社
員
の
就
労
の
ブ

レ
ー
キ
と
な
っ
て
い
ま
す
︒
こ

れ
は
国
全
体
の
問
題
で
あ
り
︑

こ
う
し
た
税
や
保
険
の
問
題

に
横
串
を
通
し
て
解
決
し
な

け
れ
ば
︑
生
産
性
は
上
が
ら

な
い
と
考
え
ま
す
︒

　

ま
た
︑
今
後
の
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
は
︑﹁
魅
力
あ
る

業
界
﹂
と
な
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
︒そ
の
た
め
に
は

﹁
安
心
・
安
全
な
職
場
﹂﹁
働

き
や
す
い
職
場
﹂﹁
人
を
大

事
に
す
る
会
社
づ
く
り
﹂
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
︑
弊
社

で
も
同
様
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

魅
力
あ
る
会
社
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
︒
こ
れ
に

取
り
組
め
る
企
業
と
取
り
組

め
な
い
企
業
と
で
は
︑
今
後

ま
す
ま
す
差
が
つ
い
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て

い
ま
す
︒
特
に
︑
地
方
へ
行

く
に
従
っ
て
︑企
業
の
評
判
︑

信
頼
性
︑
求
人
の
優
位
性
な

ど
へ
の
影
響
は
大
き
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒
今
後

の
魅
力
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
た
め
︑
ど
う
か
業
界

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

山口県トラック協会一般社団法人

双方向のコミュニケーションを重視し双方向のコミュニケーションを重視し
会員事業者の役に立つ協会運営目指す会員事業者の役に立つ協会運営目指す

喜
き た む ら

多村　誠
ま こ と

 会長

聞
く
聞
く

会
長
に

会
長
に

シ
リ
ー
ズ

　
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
に
お
会
い
し
て
、

　
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
に
お
会
い
し
て
、

今
後
の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、一般
社
団
法
人
山
口
県
ト
ラ
ッ
ク

　
今
回
は
、一般
社
団
法
人
山
口
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
喜
多
村
誠
会
長
で
す
。

協
会
の
喜
多
村
誠
会
長
で
す
。

喜多村　誠 会長の横顔
きたむら まこと

防府通運株式会社　代表取締役社長

70歳
（昭和25年8月27日生まれ）

ご家族は？　妻と長女、そして生まれてか
らずっと一緒に暮らしている21歳になる愛
猫です。
ご趣味は？　国内外を問わず鉄道を使っ
た旅行です。国内ローカル線から鉄道発祥
の地イギリスへも行きました。また、鉄道模
型でもNゲージが好きで、走らせながらス
コッチのグラスを傾けるのが至福の時です。
座右の銘は？　「至誠一貫（しせいいっか

ん）」です。元は、孟子の言葉で、その思想を
吉田松陰が門下生らに伝えたとされていま
す。嘘を言わないこと、最後まで誠意を貫き
通すことが大切です。
最近読んだ本は？　加来耕三氏の『歴史の
失敗学 25人の英雄に学ぶ教訓』、隈研吾
氏の『ひとの住処―1964-2020―』と、橋
本愛喜さんの『トラックドライバーにも言わ
せて』です。


